
月刊基金
Monthly KIKIN 第62巻　第9号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

9
September 2021

審査支払新システム AI導入
審査事務集約に向けて 在宅勤務の試行的実施 トピックス

特集 ▶▶▶▶



リンドウ（長野県）

秋の山野草の代表とも言われるリン
ドウ。秋の訪れとともに深い青色や
紫色の花を咲かせ、山野丘陵を彩り
ます。長野県はリンドウの産地とし
て知られ、切り花用として改良され
た品種のリンドウが全国各地に出荷
されています。
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私たちは、国民の皆様に信頼
される専門機関として、
診療報酬の「適正な審査」と

「迅速な支払」を通じ、
国民の皆様にとって大切な医
療保険制度を支えます。
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審査委員長に伺いました。

ビッグデータの活用
データヘルスの取組みに期待
兵庫県社会保険診療報酬請求書審査委員会 審査委員長　齊藤 清治

2

公費負担医療制度のしくみ　連載9回

難病患者への医療支援

医療保険等の動き マンスリーノート26

24

18

13 トピックス

審査事務集約に向けて
在宅勤務の試行的実施

特集

審査支払新システム
ＡＩ導入

28 インフォメーション
支払基金の人事異動

よくわかる帳票の見方 連載3回22

16

11 支払基金改革

レセプトの多様性や審査の難しさを形に

20

被保険者証等に記載された「枝番」の記録について

ただ今奮闘中

よくわかる情報セキュリティ　連載6回

古いWi-Fiルータ ～アップデートの重要性～
社会保険診療報酬支払基金 情報セキュリティ責任者 
日本ハッカー協会代表理事　　　　　　　　　　　　 杉浦 隆幸



Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

レ
セ
プ
ト
振
分
機
能
の

導
入

導
入
の
背
景

　

支
払
基
金
で
は
「
支
払
基
金
サ
ー
ビ

ス
向
上
計
画
」（
平
成
23
年
1
月
13
日
）

に
お
い
て
、「
審
査
の
差
異
に
関
す
る
分

析
評
価
」
及
び
「
審
査
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
」
と
し
て
、
レ

セ
プ
ト
審
査
結
果
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
分

析
評
価
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
得
た
分
析
手
法
の
知
見
は
、
後
に

規
制
改
革
会
議
・
第
2
回
医
療
・
介

護
・
保
育
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

（
平
成
28
年
10
月
24
日
）
提
出
資
料

「
今
日
に
お
け
る
審
査
支
払
業
務
の
あ

る
べ
き
姿
と
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
改
革
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
審

査
支
払
専
門
機
関
か
ら
の
提
言
と
し
て
、

「
徹
底
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
、

統
計
的
手
法
を
活
用
し
た
チ
ェ
ッ
ク
、

更
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
。」
こ
と
に
よ
り
、
目
視
に
よ
る
判
断

を
要
す
る
も
の
を
分
類
し
、「
職
員
や
審

査
委
員
に
よ
る
目
視
に
委
ね
る
部
分
を

極
力
少
な
く
す
る
。」
こ
と
を
提
案
す

る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
と
な
り
ま
し
た
。

続
く
、「
支
払
基
金
業
務
効
率
化
・
高
度

化
計
画
」（
平
成
29
年
7
月
4
日
）
に
お

い
て
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
刷
新
後
2
年

以
内
に
は
レ
セ
プ
ト
全
体
の
9
割
程
度

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
で
完
結
す

る
こ
と
を
目
指
す
。」
と
し
、「
審
査
事

務
集
約
化
計
画
工
程
表
」（
令
和
2
年

3
月
31
日
）
で
は
、「
Ａ
Ｉ
に
よ
り
、
人

に
よ
る
審
査
を
必
要
と
す
る
レ
セ
プ
ト

と
必
要
と
し
な
い
レ
セ
プ
ト
へ
の
振
分

機
能
を
実
装
し
、
そ
の
精
緻
化
を
図
り
、

新
シ
ス
テ
ム
稼
働
後
2
年
以
内
に
は
レ

セ
プ
ト
全
体
の
9
割
程
度
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
で
完
結
す
る
こ
と

を
目
指
す
。」
と
し
て
い
ま
す
。
更
に

「
規
制
改
革
実
施
計
画
」（
令
和
2
年
7

月
17
日
閣
議
決
定
）
で
は
「
新
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
レ
セ
プ

ト
振
分
機
能
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
機
能
を
組
み
込
み
、
定
期
的
に

審
査
支
払
新
シ
ス
テ
ム

Ａ
Ｉ
導
入

審
査
支
払
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
２
種
類
の
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
レ
セ
プ
ト
の
振
分
を
行
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
こ
の
新
た
に
実
装
し
た
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

特集
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新
た
な
レ
セ
プ
ト
の
審
査
結
果
を
学
習

さ
せ
て
機
能
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

具
体
的
な
機
能
の
詳
細
と
学
習
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
。」
と
さ
れ
ま

し
た
。

導
入
の
ね
ら
い

　

レ
セ
プ
ト
審
査
と
は
、
保
険
医
療
機

関
等
に
お
け
る
個
々
の
診
療
行
為
が
、

保
険
診
療
ル
ー
ル
（
療
養
担
当
規
則
、

診
療
報
酬
点
数
表
、
関
連
通
知
等
）
に

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

行
為
で
す
。

　

レ
セ
プ
ト
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

診
療
が
適
切
に
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
誤
っ
て
査
定
・
返
戻
す
る
こ
と
は
、

患
者
の
医
療
を
受
け
る
権
利
を
阻
害
し

か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
査
定
・
返
戻
は

慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
査
定
・
返

戻
の
可
能
性
が
高
い
レ
セ
プ
ト
は
人
が

見
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
審
査
結
果
理
由
の
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

そ
の
前
提
の
上
で
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
す

る
目
的
は
、
審
査
の
効
率
化
と
高
度
化

で
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

人
が
見
る
レ
セ
プ
ト
（
以
下
、「
目
視
対

象
レ
セ
プ
ト
」）
を
極
力
少
な
く
す
る
一

方
で
、
審
査
の
質
を
保
つ
た
め
に
は
人

が
見
な
い
レ
セ
プ
ト
（
以
下
、「
目
視
対

象
外
レ
セ
プ
ト
」）
に
査
定
・
返
戻
す
べ

き
レ
セ
プ
ト
が
極
力
混
入
し
な
い
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
（
以
下
、「
Ｃ

Ｃ
」）
を
組
み
合
わ
せ
て
、
審
査
の
効
率

化
・
高
度
化
と
質
の
確
保
を
図
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
審
査
委
員
や
職

員
が
直
接
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
レ
セ

プ
ト
な
の
か
ど
う
か
仕
分
け
を
し
、
医

学
的
判
断
や
専
門
的
な
判
断
が
必
要
な

レ
セ
プ
ト
に
人
的
資
源
を
投
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
の
役
割
は
、
審
査
す
る
こ
と
で

は
な
く
、「
人
が
目
視
で
確
認
す
べ
き
レ

セ
プ
ト
」
と
「
Ｃ
Ｃ
で
完
結
さ
せ
る
レ

セ
プ
ト
」
に
振
り
分
け
る
こ
と
で
す
。

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

レ
セ
プ
ト
振
分
機
能
の

し
く
み

　

レ
セ
プ
ト
振
分
機
能
の
特
徴
は
、
Ａ

Ｉ
と
Ｃ
Ｃ
を
組
み
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
と
、

図表１●AIを活用したレセプト振分機能の全体像

請
求
支
払

目視対象（特定条件該当）

判断の明らかなレセプト

ＡＩによる振分対象
（振分②対象）

定型的審査対象レセプト

※診療行為の単純な組合わせで
　判別

・目視対象（特定条件該当）
・定型的審査対象レセプト

  以外のレセプト

請求
支払受付 個別の具体的な振分条件等は継続的に検討

ＡＩによるレセプト振分

査定・返戻率 0※

査定・返戻率 高

査定・返戻率 高
（5%以上）

査定・返戻率 低
（5%未満）

チェック
該当

チェック
非該当

類似
なし

※過去レセプトが25件
　以上の場合に限る

構成割合

20%

構成割合

72%

構成割合

8%

構成割合 １割

９割

審査委員・職員が
確認するレセプト

目視対象レセプト

目視対象外レセプト

判断の明らかな
レセプト

受
付

受
付
・
事
務
点
検
チ
ェ
ッ
ク
・
電
子
点
数
表

突
合
点
検
チ
ェ
ッ
ク

縦
覧
・
入
外
チ
ェ
ッ
ク

特定条件に該当するレセプト
・受付・事務点検チェック・電子点数表、
  突合点検チェック付箋あり
・特別審査委員会レセプト
・入院レセプト
・新規医療機関
・審査委員会の要請によるもの　など

新システム稼働
２年後目標

新システム稼働
２年後目標

判断の明らかなレセプトと合
わせたコンピューチェックで
完結するレセプトの構成割合

審査

振分①

振分②

m
inhash

　レ
セ
プ
ト
類
型
化

xgboost

チ
ェ
ッ
ク
マ
ス
タ
・
点
検
条
件

査定・返戻
率 低

２
種
類
の
Ａ
Ｉ
を
組
み
合
わ
せ
目
視
対

象
レ
セ
プ
ト
と
す
る
か
否
か
を
判
断
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
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り
分
け
ま
す
。
い
ず
れ
も
Ａ
Ｉ
の
振
分

結
果
に
よ
り
査
定
・
返
戻
率
が
高
い
と

判
定
さ
れ
た
も
の
は
、
後
続
の
チ
ェ
ッ

ク
マ
ス
タ
を
利
用
し
た
Ｃ
Ｃ
や
点
検
条

件
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
付
箋
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
に
振
り

分
け
ま
す
。
ま
た
、
査
定
・
返
戻
率
が

低
い
と
判
定
さ
れ
た
も
の
は
、
チ
ェ
ッ

ク
マ
ス
タ
を
利
用
し
た
Ｃ
Ｃ
や
点
検
条

件
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
付
箋
が
貼
付
さ
れ

れ
ば
目
視
対
象
に
、
貼
付
さ
れ
な
け
れ

ば
目
視
対
象
外
に
振
り
分
け
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
振
分
①
で
目
視
対

象
と
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
と
、
振
分
②

（
Ａ
Ｉ
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
振
分
）
で
目

視
対
象
と
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
が
審
査
委

員
及
び
職
員
が
確
認
す
る
目
視
対
象
レ

セ
プ
ト
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
レ
セ
プ

ト
は
原
則
人
の
目
を
経
ず
に
審
査
は
終

了
と
な
り
ま
す
。

　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
で
完
結

す
る
レ
セ
プ
ト
」
と
は
、
人
の
目
を
経

ず
に
審
査
が
終
了
す
る
目
視
対
象
外
レ

セ
プ
ト
と
判
断
の
明
ら
か
な
レ
セ
プ
ト

を
合
わ
せ
た
レ
セ
プ
ト
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。

m
inhash

に
よ
る
振
分
の
し
く
み

　

m
inhash

は
、
レ
セ
プ
ト
を
類
型
化

し
、
過
去
の
類
似
レ
セ
プ
ト
グ
ル
ー
プ

の
査
定
・
返
戻
率
を
用
い
て
分
類
す
る

し
く
み
で
す
。
こ
れ
は
、
高
速
分
類
を

得
意
と
す
るm

inhash

の
特
徴
を
活
か

し
た
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
過
去
1
年
分
の
レ
セ
プ
ト
を

類
型
化
し
、
類
似
レ
セ
プ
ト
グ
ル
ー
プ

を
作
成
す
る
事
前
処
理
を
行
い
ま
す
。

過
去
の
レ
セ
プ
ト
の
査
定
や
返
戻
の
判

定
は
原
審
査
だ
け
で
な
く
、
再
審
査
の

審
査
結
果
も
含
め
て
行
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
、
も
う
１
つ
の
Ａ
Ｉ
で
あ
るxgboost

で
も
同
様
で
す
。

　

こ
の
レ
セ
プ
ト
の
類
型
化
と
は
、
レ

セ
プ
ト
に
記
録
さ
れ
て
い
る
全
て
の
傷

病
名
、
診
療
行
為
、
医
薬
品
、
特
定
器

材
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
レ
セ
プ
ト

を
類
似
レ
セ
プ
ト
と
し
て
グ
ル
ー
プ
化

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
際
、
傷
病
名
に

つ
い
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ド
を
用
い
、
医

薬
品
に
つ
い
て
は
商
品
名
で
は
な
く
規

格
が
異
な
る
も
の
を
除
き
一
般
名
を
用

い
て
類
型
化
し
ま
す
。

　

具
体
例
（
図
表
2
）
を
挙
げ
る
と
、

上
段
の
レ
セ
プ
ト
と
下
段
の
レ
セ
プ
ト

全
体
像

（
図
表
１
）

　

Ａ
Ｉ
と
Ｃ
Ｃ
を
組
み
合
わ
せ
た
レ
セ

プ
ト
の
振
分
は
2
段
階
で
行
い
ま
す
。

第
1
段
階
を
振
分
①
、
第
2
段
階
を
振

分
②
と
呼
び
ま
す
。

　

支
払
基
金
で
受
け
付
け
た
レ
セ
プ
ト

は
、
ま
ず
受
付
・
事
務
点
検
チ
ェ
ッ
ク
、

電
子
点
数
表
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
Ｃ
Ｃ
を

か
け
ま
す
。
次
い
で
突
合
点
検
チ
ェ
ッ

ク
と
い
う
医
科
レ
セ
プ
ト
と
院
外
処
方

の
調
剤
レ
セ
プ
ト
を
合
わ
せ
て
適
応
等

の
チ
ェ
ッ
ク
を
か
け
ま
す
。
こ
の
２
つ

の
Ｃ
Ｃ
を
か
け
た
後
に
、
最
初
の
振
分

①
と
い
う
手
順
に
な
り
ま
す
。

　

振
分
①
に
よ
り
、「
目
視
対
象
レ
セ

プ
ト
」「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
振
分
対
象
と
す
る

レ
セ
プ
ト
」「
判
断
の
明
ら
か
な
レ
セ

プ
ト
」
と
し
て
審
査
が
終
了
す
る
レ
セ

プ
ト
の
３
つ
に
分
類
し
ま
す
。

　

ま
ず
振
分
①
の
段
階
で
「
目
視
対
象

レ
セ
プ
ト
」
と
す
る
の
は
、
特
定
条
件

に
該
当
す
る
も
の
、
具
体
的
に
は
前
述

の
Ｃ
Ｃ
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
付
箋
が
貼
付

さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
、
特
別
審
査
委
員
会

の
審
査
対
象
レ
セ
プ
ト
（
厚
生
労
働
省

令
に
よ
り
、
特
別
審
査
委
員
会
で
審
査

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
、
例
え
ば
医

科
38
万
点
以
上
の
レ
セ
プ
ト
）、
入
院

レ
セ
プ
ト
全
件
、
新
規
医
療
機
関
や
審

査
委
員
会
か
ら
の
要
請
に
よ
る
レ
セ
プ

ト
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
レ
セ
プ
ト
は
、

後
続
の
縦
覧
・
入
外
チ
ェ
ッ
ク
、
チ
ェ
ッ

ク
マ
ス
タ
を
利
用
し
た
Ｃ
Ｃ
な
ど
の
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
当
該
チ
ェ
ッ
ク
の

結
果
に
よ
ら
ず
目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
に

振
り
分
け
ま
す
。

　

次
に
、「
判
断
の
明
ら
か
な
レ
セ
プ

ト
」
は
、
医
学
的
判
断
を
必
要
と
し
な

い
基
本
診
療
料
等
の
組
合
せ
か
ら
な
る

レ
セ
プ
ト
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
再

診
料
と
処
方
箋
料
だ
け
で
構
成
さ
れ
る

レ
セ
プ
ト
で
、
受
付
・
事
務
点
検

チ
ェ
ッ
ク
、
電
子
点
数
表
チ
ェ
ッ
ク
及

び
突
合
点
検
チ
ェ
ッ
ク
に
お
い
て

チ
ェ
ッ
ク
付
箋
が
貼
付
さ
れ
な
か
っ
た

時
点
で
審
査
を
終
了
し
ま
す
。

　

振
分
①
で
、「
目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
」

「
判
断
の
明
ら
か
な
レ
セ
プ
ト
」
の
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
レ
セ
プ
ト
に
つ
い

て
は
、「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
振
分
対
象
レ
セ

プ
ト
」
と
し
て
振
分
②
に
進
み
ま
す
。

　

振
分
②
で
は
、minhash

とxgboost

と
い
う
2
種
類
の
Ａ
Ｉ
を
組
み
合
わ
せ

て
、
目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
と
す
る
か
、

目
視
対
象
外
レ
セ
プ
ト
と
す
る
か
を
振
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図表２●類似レセプトグループの事例

※傷病名はICDコードにより類型化、医薬品は一般名で類型化することで、先発・後発医薬品を同一視

調剤レセプト

調剤レセプト

医科レセプト

医科レセプト

先発医薬品（ムコスタ錠・ロキソニン錠）、
後発医薬品（レバミピド錠・ロキソプロフェンNa錠）
の違いを除き、一致

図表３●minhashによる振分のしくみ

過去レセプト（事前処理）受付レセプト

査定・返戻
なしレセプト

査定・返戻
ありレセプト

過去レセプトの査定・返戻率  高
⇒人による審査へ

過去レセプトの査定・返戻率  低
⇒チェックマスタ・点検条件にかけ、
　→チェックに該当した場合、人による審査へ
　→チェックに該当しなかった場合、請求支払へ

過去レセプト査定・返戻なし
⇒人による審査を経ることなく請求支払へ

類似レセプト
グループ

◆レセプト類型化、査定・返戻率判定の方法
①類似レセプトグループ作成 ②グループ毎　査定・返戻率判定

類似レセプトグループ作成
受付レセプトを１件ずつ過去レセプトのグループ
と突き合わせ、受付レセプトの内容（傷病名、診療
行為、医薬品など）と同一の過去レセプトのグルー
プを決定

査定率判定
グループ毎に、過去レセプトにおける審査結果を
基に査定・返戻率を算出し、その率に応じ、過去レ
セプトにおける査定率が高いもの、低いもの、過
去に査定がなかったものに分類
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図表４●xgboostによる振分のしくみ

◆分類モデル作成の方法

◆分類モデル作成イメージ

過去レセプトの情報
＋　審査結果（査定の有無）

査定
確率
100％

査定
確率
97％

査定
確率
1％

査定
確率
0％

…

…

……

査定
確率
100％

査定
確率
95％

査定
確率
4％

査定
確率
0％

…

…

……

＜決定木１＞

＜決定木２＞

査定
確率
100％

査定
確率
94％

査定
確率
5％

査定
確率
0％

…

…

……

＜決定木N＞

条件分岐（決定木分析） 再学習

診療
行為数

査定確率
1%

査定確率
0%

査定確率
97%

査定確率
100%

診療
行為数

請求点数

院外調剤
数量

検体検査
管理加算 再診料 検査A

＜31回 ≧31回

●条件分岐（決定木分析）
過去レセプトの情報（傷病名、診療行為、医薬品など）と審査結果（査定・返戻の有無）を木構造
を用いて査定・返戻となる条件の分岐を学習
●再学習
決定木における誤り（査定・返戻となる条件）を修正しながら再学習し複数の決定木を作成

＜決定木N‒１＞の誤りを
＜決定木N＞で再学習

…

…………

≧40回≧1,239点

≧7回＜7回≧4回＜4回

……

≧3回

≧181

＜3回

＜181

＜40回＜1,239点

＜決定木１＞の誤りを
＜決定木２＞で再学習

は
い
ず
れ
も
全
く
同
じ
傷
病
名
が
4
つ

記
録
さ
れ
て
お
り
、
診
療
行
為
等
も
加

算
を
は
じ
め
全
く
同
じ
も
の
が
算
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
例
で
は
院
外
処
方

な
の
で
調
剤
レ
セ
プ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

処
方
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
は
、「
ム
コ
ス

タ
錠
」
と
「
レ
バ
ミ
ピ
ド
錠
」、「
ロ
キ

ソ
ニ
ン
錠
」
と
「
ロ
キ
ソ
プ
ロ
フ
ェ
ン

N
a
錠
」
と
い
う
先
発
と
後
発
の
違
い

を
除
け
ば
同
じ
成
分
で
同
じ
規
格
の
医

薬
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

全
て
の
傷
病
名
、
診
療
行
為
、
医
薬
品
、

特
定
器
材
が
完
全
に
一
致
し
た
レ
セ
プ

ト
を
類
似
レ
セ
プ
ト
と
呼
び
ま
す
。

　

振
分
②
の
対
象
と
な
っ
た
レ
セ
プ
ト

は
、
事
前
処
理
で
類
型
化
さ
れ
た
過
去

レ
セ
プ
ト
の
グ
ル
ー
プ
と
1
件
ず
つ
突

き
合
わ
せ
、
同
一
の
過
去
レ
セ
プ
ト
グ

ル
ー
プ
を
決
定
し
ま
す
。
過
去
レ
セ
プ

ト
は
既
に
審
査
決
定
が
さ
れ
て
い
る
た

め
、
そ
の
審
査
結
果
を
用
い
て
査
定
・

返
戻
率
の
高
低
を
分
類
し
ま
す
。（
図

表
3
）

　

し
か
し
な
が
ら
、
レ
セ
プ
ト
は
多
種

多
様
で
あ
り
、
類
型
化
で
は
１
０
０
％

完
全
一
致
を
条
件
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
類
似
レ
セ
プ
ト
グ
ル
ー
プ
が
存
在

す
る
の
は
半
分
弱
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
類
似
レ
セ
プ
ト
が
存
在
し
な
い

レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
は
、
別
の
Ａ
Ｉ

（xgboost

）
を
組
み
合
わ
せ
て
振
り
分

け
ま
す
。

xgboost

に
よ
る
振
分
の
し
く
み

　

過
去
レ
セ
プ
ト
に
類
似
レ
セ
プ
ト
グ

ル
ー
プ
が
存
在
し
な
い
と
、m

inhash

に
よ
る
過
去
の
審
査
結
果
を
利
用
す
る

レ
セ
プ
ト
分
類
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
類
似
レ
セ
プ
ト
グ
ル
ー
プ
が
存
在

し
な
い
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
は
、

xgboost
を
利
用
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
作

成
し
た
機
械
学
習
モ
デ
ル
か
ら
査
定
・

返
戻
確
率
を
算
出
し
、
そ
の
高
低
に
応

じ
て
振
り
分
け
ま
す
。

　

こ
の
モ
デ
ル
は
、
過
去
1
年
間
の
レ

セ
プ
ト
に
記
録
さ
れ
て
い
る
傷
病
名
、

診
療
行
為
、
医
薬
品
、
特
定
器
材
、
請

求
点
数
な
ど
の
レ
セ
プ
ト
情
報
と
そ
の

審
査
結
果
を
学
習
デ
ー
タ
と
し
て
、
決

定
木
分
析
を
行
い
ま
す
。
決
定
木
分
析

と
は
、
木
構
造
を
用
い
て
、
条
件
の
分

岐
を
学
習
す
る
も
の
で
す
。

　

xgboost

の
し
く
み
は
、
そ
の
決
定
木

の
誤
り
を
修
正
し
な
が
ら
再
学
習
し
て

決
定
木
を
再
作
成
し
、
そ
れ
ら
複
数
の

決
定
木
全
て
を
用
い
て
個
々
の
レ
セ
プ
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ト
の
予
測
査
定
・
返
戻
確
率
を
算
定
す

る
も
の
で
す
。

　

振
分
②
の
対
象
と
な
っ
た
レ
セ
プ
ト

で
、m

inhash
で
類
型
化
さ
れ
た
過
去

レ
セ
プ
ト
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
な
い
レ

セ
プ
ト
は
、xgboost
に
よ
り
算
定
さ

れ
た
個
々
の
レ
セ
プ
ト
の
予
測
査
定
・

返
戻
確
率
を
用
い
て
振
り
分
け
ま
す
。

ま
ず
、
予
測
査
定
・
返
戻
確
率
が
高
い

も
の
は
、
後
続
の
チ
ェ
ッ
ク
マ
ス
タ
を

利
用
し
た
Ｃ
Ｃ
や
点
検
条
件
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
付
箋
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
に
振
り
分
け
ま
す
。

次
に
、
そ
の
確
率
が
低
い
も
の
は
後
続

の
チ
ェ
ッ
ク
マ
ス
タ
を
利
用
し
た
Ｃ
Ｃ

や
点
検
条
件
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
付
箋
が

貼
付
さ
れ
れ
ば
目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
に
、

貼
付
さ
れ
な
け
れ
ば
目
視
対
象
外
レ
セ

プ
ト
に
振
り
分
け
ま
す
。（
図
表
4
）

精
度
検
証

モ
デ
ル
の
更
新
頻
度

　

振
分
②
に
お
け
るm

inhash

と

xgboost

の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
の

作
成
の
基
礎
と
な
る
学
習
デ
ー
タ
を
定

期
的
に
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

そ
の
更
新
頻
度
に
つ
い
て
精
度
検
証
を

行
い
ま
し
た
。

　

m
inhash

に
つ
い
て
は
、
類
似
レ
セ

プ
ト
が
存
在
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
類
似
レ
セ
プ
ト
が
存
在
す
る
割

合
を
類
型
化
率
と
呼
び
ま
す
が
、
デ
ー

タ
が
新
し
い
ほ
ど
類
型
化
率
が
高
く
、

デ
ー
タ
が
古
く
な
る
ほ
ど
類
型
化
率
は

徐
々
に
低
下
し
ま
す
。

　

一
方
、xgboost

に
つ
い
て
は
、
同
様

に
期
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
精
度
は
低

下
す
る
も
の
の
、
3
か
月
程
度
で
あ
れ

ば
そ
の
低
下
幅
は
極
め
て
小
さ
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
精
度
検
証
を
行
い
、
費
用

対
効
果
も
踏
ま
え
モ
デ
ル
の
更
新
頻
度

は
3
か
月
に
1
回
と
し
、
3
か
月
毎
に

学
習
デ
ー
タ
を
更
新
し
て
、
再
作
成
し

た
新
し
い
モ
デ
ル
に
よ
り
振
分
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

学
習
デ
ー
タ
等

　　

m
inhash

は
、
過
去
デ
ー
タ
を
限
定

し
な
い
方
が
類
型
化
率
が
高
く
な
る
こ

と
は
明
白
で
す
が
、
一
方xgboost

の

精
度
は
、
学
習
デ
ー
タ
や
木
の
深
さ
、

再
学
習
の
回
数
等
に
依
存
す
る
た
め
、

精
度
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
診
療
報
酬
改
定
前
後
の
学
習

デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
改
定
後

3
か
月
経
過
し
た
段
階
で
、
改
定
後
の

3
か
月
だ
け
の
デ
ー
タ
を
学
習
デ
ー
タ

と
し
た
場
合
と
、
改
定
前
9
か
月
を
含

む
1
年
分
を
学
習
デ
ー
タ
と
し
た
場
合

を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
改
定
前
の
デ
ー

タ
が
混
在
し
て
も
1
年
分
の
デ
ー
タ
を

学
習
デ
ー
タ
と
し
た
方
が
そ
の
精
度
が

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
学
習
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
全

て
の
デ
ー
タ
と
し
た
場
合
、
ベ
テ
ラ
ン

の
審
査
委
員
が
審
査
し
た
レ
セ
プ
ト
に

限
定
し
た
場
合
、
審
査
事
務
に
精
通
し

た
職
員
が
審
査
事
務
を
行
っ
た
レ
セ
プ

ト
に
限
定
し
た
場
合
を
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
全
て
の
デ
ー
タ
を
学
習
デ
ー
タ
と

し
た
場
合
が
最
も
精
度
が
高
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
モ
デ
ル
作

成
に
当
た
っ
て
は
、
過
去
1
年
間
の
全

デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、xgboost

に
は
設
定
が
必
要

な
パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
り
、
精
度
に

大
き
く
影
響
す
る
の
は
木
の
深
さ
（
分

岐
の
回
数
）
と
木
の
本
数
（
学
習
の
回

数
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
も
精
度
検
証
を
実
施
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
過
学
習
と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
学
習
さ
せ
す
ぎ
て
も
精
度
が

良
く
な
る
と
は
限
ら
ず
、
そ
の
コ
ス
ト

も
増
大
し
ま
す
。
精
度
検
証
の
結
果
、

費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
、
木
の
深
さ

は
12
、
木
の
本
数
は
５
０
０
と
決
定
し

ま
し
た
。

今
後
の
課
題

　
「
審
査
事
務
集
約
化
計
画
工
程
表
」

に
お
い
て
、
目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
割
合

は
振
分
開
始
当
初
は
2
割
で
す
が
、
1

年
後
に
は
15
％
、
2
年
後
に
は
1
割
を

目
途
に
低
減
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
割
合
を

低
減
さ
せ
る
に
当
た
り
、
よ
り
一
層
の

審
査
結
果
の
不
合
理
な
差
異
の
解
消
に

よ
る
学
習
デ
ー
タ
の
正
確
性
の
確
保
、

必
要
な
Ｃ
Ｃ
の
設
定
、
Ｃ
Ｃ
の
精
緻
化
、

Ａ
Ｉ
に
よ
る
振
分
対
象
レ
セ
プ
ト
の
拡

大
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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審
査
支
払
新
シ
ス
テ
ム
に
実
装
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
の
開
発
に
携
わ
っ
た

真
鍋
執
行
役
に
2
つ
の
Ａ
Ｉ
の
こ
と
や
、
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

A
I
を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
の
基

本
ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
、
ま
ず
、
査
定

や
返
戻
は
慎
重
に
行
う
べ
き
も
の
と
い

う
考
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
医
療
現
場
で
行
っ
た
診
療
行

為
で
も
、
レ
セ
プ
ト
審
査
で
は
、
保
険

診
療
ル
ー
ル
に
則
る
と
請
求
で
き
な
い

事
例
に
つ
い
て
は
査
定
・
返
戻
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
査
定
・
返
戻

と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
、
強
権
的
な

行
為
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
審
査
、
特

に
査
定
・
返
戻
は
慎
重
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
審
査
結
果
の
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

こ
れ
は
、
現
在
、
支
払
基
金
が
力
を

　

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
レ
セ
プ
ト
振
分
を

考
え
た
と
き
に
、
最
初
に
思
い
浮
か
ん

だ
の
がm

inhash

で
し
た
。
こ
の
Ａ
Ｉ

は
簡
単
に
言
う
と
、
高
速
で
分
類
す
る

こ
と
に
長
け
た
Ａ
Ｉ
で
す
。

　

m
inhash

を
過
去
１
年
分
の
レ
セ
プ

ト
の
中
か
ら
同
じ
レ
セ
プ
ト
グ
ル
ー
プ

を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
使
い
ま
す

が
、
年
間
約
11
億
枚
あ
る
レ
セ
プ
ト
の

入
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
が
、

外
部
に
対
し
て
審
査
結
果
理
由
等
を
き

ち
ん
と
説
明
し
、
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
で
レ
セ
プ
ト
の
適
正
化
に
繋
げ
ら

れ
る
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
審
査
結
果
理
由
を
き
ち

ん
と
説
明
す
る
た
め
に
は
、
審
査
そ
の

も
の
は
人
が
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
慎
重
な
査
定
・
返
戻
」
と
「
説
明

責
任
」
と
い
う
２
つ
の
基
本
ス
タ
ン
ス

か
ら
、
色
々
と
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

A
I
を
審
査
そ
の
も
の
に
使
う
の
で
は

な
く
、
人
が
見
る
べ
き
レ
セ
プ
ト
と
、

見
な
く
て
も
済
む
レ
セ
プ
ト
を
振
り
分

け
る
こ
と
に
使
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
得
意
と
す

る
分
野
で
す
。

中
か
ら
同
じ
レ
セ
プ
ト
グ
ル
ー
プ
を
探

す
に
はm

inhash

の
高
速
分
類
機
能
は

と
て
も
優
秀
な
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
「
同
じ
レ
セ
プ

ト
グ
ル
ー
プ
」
と
は
、
傷
病
名
も
、
診

療
行
為
も
、
医
薬
品
な
ど
も
全
く
同
一

で
あ
る
、
完
全
一
致
の
レ
セ
プ
ト
を
指

し
ま
す
。

A
I
の
導
入
に
当
た
っ
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

2
種
類
の
A
I
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
「m

inhash

」
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

実
際
の
レ
セ
プ
ト
は
内
容
が
複
雑
で
、

請
求
項
目
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の
で
、

過
去
1
年
分
の
レ
セ
プ
ト
を
用
い
て
分

類
し
て
も
完
全
一
致
す
る
レ
セ
プ
ト
の

割
合
は
全
体
の
半
分
弱
で
す
。
逆
に
言

う
と
半
分
以
上
の
レ
セ
プ
ト
は
一
枚
一

枚
そ
の
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

　

一
致
度
を
下
げ
る
こ
と
で
分
類
で
き

る
レ
セ
プ
ト
は
増
え
て
い
き
、
一
致
度

を
70
％
程
度
に
設
定
す
る
と
、
か
な
り

「m
inhash

」の
振
分
機
能
で
完
全
一
致
と
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
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の
レ
セ
プ
ト
を
カ
バ
ー
で
き
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
一
致
度
を
70
％
に
す
る

と
、
残
り
の
30
％
の
不
一
致
の
部
分
に

査
定
・
返
戻
と
な
る
診
療
行
為
等
が
ま

ぎ
れ
こ
む
可
能
性
が
あ
り
、
見
落
と
し

が
発
生
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
【
１
０
０
％
一
致
、
完
全
一
致

で
行
く
こ
と
】
を
決
め
ま
し
た
。

　

完
全
一
致
し
た
レ
セ
プ
ト
グ
ル
ー
プ

の
過
去
の
審
査
結
果
か
ら
、
こ
の
レ
セ

プ
ト
は
「
類
似
レ
セ
プ
ト
が
何
万
件
も

あ
る
け
ど
査
定
も
返
戻
も
さ
れ
て
い
な

い
」
と
か
「
類
似
レ
セ
プ
ト
の
う
ち
多

く
が
査
定
・
返
戻
と
な
っ
て
い
る
」
と

い
っ
た
査
定
・
返
戻
確
率
を
算
出
し
、

査
定
・
返
戻
の
可
能
性
が
高
い
も
の
は

人
が
確
認
す
る
レ
セ
プ
ト
に
、
低
い
も

の
は
確
認
し
な
い
レ
セ
プ
ト
に
振
り
分

け
ま
す
。

　

今
回
基
金
で
採
用
し
た
木
の
深
さ
は

12
で
す
。
こ
れ
は
最
大
2
の
12
乗
の

4
0
9
6
の
「
分
岐
」
が
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
木
の
本
数
、
す

な
わ
ち
学
習
回
数
は
5
0
0
と
し
ま
し

た
。
再
学
習
に
つ
い
て
は
、
1
0
0
0

ま
で
行
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
5
0
0
よ
り
精
度
が
悪
く
、
過
学

習
と
な
り
ま
し
た
。

　

xgboost

の
精
度
は
、
学
習
デ
ー
タ

や
木
の
深
さ
、
木
の
本
数
等
に
依
存
す

る
こ
と
か
ら
、
他
に
も
様
々
な
角
度
か

ら
精
度
検
証
を
行
い
、
費
用
対
効
果
も

踏
ま
え
、
木
の
深
さ
12
と
木
の
本
数

5
0
0
が
最
適
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し

た
。

「xgboost

」に
お
け
る
再
学
習
の
考
え
方
、

過
学
習
と
精
度
検
証
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

も
う
一
つ
の
Ａ
Ｉ
と
し
てxgboost

を

選
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、「
審
査
に
お
け

る
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
係
る
調
査
・
研
究
」

を
行
っ
た
際
に
、
企
画
競
争
入
札
に
参

加
し
た
多
く
の
企
業
がxgboost

を
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
こ
と
と
、
そ

の
後
の
調
査
研
究
で
振
分
に
十
分
活
用

で
き
る
と
判
断
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

xgboost

と
は
、
分
岐
を
ど
ん
ど
ん

作
っ
て
い
っ
て
、
査
定
・
返
戻
確
率
を

出
す
Ａ
Ｉ
と
な
り
ま
す
。

　

傷
病
名
や
診
療
行
為
、
請
求
点
数
な

ど
の
レ
セ
プ
ト
情
報
と
審
査
結
果
を
学

習
デ
ー
タ
と
し
て
用
い
、
条
件
の
分
岐

を
学
習
し
、
誤
り
が
あ
れ
ば
修
正
し
な

が
ら
再
学
習
し
ま
す
。

　

検
証
で
は
、A

U
C

（A
rea U

nder 
the Curve

）
と
い
う
指
標
を
使
い
精

度
を
確
認
し
ま
し
た
。A

U
C

の
評
価
に

お
い
て
は
、
1
・
0
に
近
け
れ
ば
近
い
ほ

ど
良
く
、
0
・
8
と
い
う
ス
コ
ア
が
出
れ

ば
か
な
り
精
度
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い

る
中
で
、
0
・
9
近
く
の
ス
コ
ア
が
出

ま
し
た
。
0
・
9
近
く
の
ス
コ
ア
が
出

た
こ
と
は
、
レ
セ
プ
ト
の
振
分
機
能
に

用
い
る
Ａ
Ｉ
に
お
い
てm

inhash

と
の

組
み
合
わ
せ
にxgboost

を
選
択
す
る

こ
と
へ
の
自
信
に
繋
が
り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
Ａ
Ｉ
と
し
て「xgboost
」を
選
択
し
た

理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

Ｃ
Ｃ
の
こ
れ
か
ら
の
役
割
と
し
て
二

つ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
目
視
対
象
に
振
り
分
け
る

機
能
で
す
。
前
述
の
と
お
り
今
回
の
振

分
は
Ａ
Ｉ
と
Ｃ
Ｃ
を
組
み
合
わ
せ
て
行

う
も
の
で
す
か
ら
振
分
の
一
機
能
に
な

り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
審
査
の
着
眼
点
と
し
て

の
マ
ー
カ
ー
機
能
で
す
。

　

例
え
ば
、
入
院
レ
セ
プ
ト
や
Ａ
Ｉ
で

査
定
・
返
戻
確
率
が
高
い
レ
セ
プ
ト
は

強
制
的
に
目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
場
合
に
も
ど
こ
が
審
査

の
着
眼
点
な
の
か
を
示
す
、
マ
ー
カ
ー

機
能
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｃ
の
今
後
の
役
割
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

Ａ
Ｉ
の
精
度
向
上
と
い
う
点
で
は
、

二
つ
大
切
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
審
査
結
果
の
統
一
で
、
も
う
一

つ
は
必
要
な
Ｃ
Ｃ
の
設
定
と
Ｃ
Ｃ
の
精

緻
化
で
す
。

　

ま
ず
、
審
査
結
果
の
統
一
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
の
精
度
向
上
に
つ
い
て

月刊基金 September 20219
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Ａ
Ｉ
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

で
す
が
、
レ
セ
プ
ト
と
そ
の
審
査
結
果

を
学
習
デ
ー
タ
と
し
て
用
い
る
の
で
、

同
じ
内
容
の
レ
セ
プ
ト
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
審
査
結
果
が
査
定
・
返
戻
と
請
求

ど
お
り
に
分
か
れ
て
い
る
学
習
デ
ー
タ

で
は
、
Ａ
Ｉ
の
精
度
が
低
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
レ
セ
プ

ト
だ
っ
た
ら
同
じ
審
査
結
果
に
な
る
よ

う
審
査
の
不
合
理
な
差
異
は
無
く
し
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

精
度
検
証
に
お
い
て
、xgboost
の

精
度
は
相
当
高
い
結
果
と
な
っ
て
お
り
、

全
体
と
し
て
は
審
査
結
果
が
収
斂
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
よ
り
一
層
精

度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
更
な
る

審
査
結
果
の
差
異
の
解
消
が
必
要
で
あ

り
、
診
療
科
別
ワ
ー
キ
ン
グ
の
取
組
や

審
査
の
差
異
の
可
視
化
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
、
そ
こ
で
可
視
化
さ
れ
た
差

異
は
解
消
す
る
取
組
を
行
う
こ
と
で
対

応
し
ま
す
。

　

次
に
Ｃ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
チ
ェ
ッ
ク
付

箋
が
貼
付
さ
れ
た
も
の
は
目
視
対
象
レ

セ
プ
ト
に
な
る
こ
と
か
ら
、
目
視
が
必

要
な
レ
セ
プ
ト
は
目
視
対
象
に
振
り
分

け
ら
れ
る
よ
う
統
一
的
な
Ｃ
Ｃ
設
定
の

取
組
を
よ
り
強
化
す
る
一
方
、
査
定
・

返
戻
割
合
が
極
め
て
低
い
Ｃ
Ｃ
は
、
廃

止
あ
る
い
は
条
件
を
精
緻
化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
目
視
対
象
レ

セ
プ
ト
を
限
定
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

以
上
、
効
果
の
低
い
Ｃ
Ｃ
に
よ
り
目
視

対
象
と
な
る
レ
セ
プ
ト
の
た
め
に
、
本

来
目
視
対
象
と
す
べ
き
レ
セ
プ
ト
を
目

視
対
象
外
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ

と
を
避
け
る
た
め
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
現
在
も
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
引
き
続
き
そ
の
取
組
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
単
独
で
精
度

向
上
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
審
査
結

果
の
差
異
の
可
視
化
を
行
い
、
不
合
理

な
差
異
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り

学
習
デ
ー
タ
の
正
確
性
を
確
保
す
る
こ

と
や
、
統
一
的
な
Ｃ
Ｃ
の
設
定
や
Ｃ
Ｃ

の
精
緻
化
な
ど
の
取
組
を
併
せ
て
行
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
要
は
、
全

体
が
セ
ッ
ト
で
上
手
く
機
能
し
、
よ
り

精
度
が
向
上
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
振
分
に
つ
い
て
は
、

将
来
的
に
は
そ
の
対
象
や
学
習
デ
ー
タ

の
拡
大
も
検
討
課
題
で
す
。

　

今
年
９
月
の
実
装
で
は
振
分
対
象
に

入
院
レ
セ
プ
ト
は
含
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

近
い
将
来
、
入
院
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て

も
、
医
学
的
な
判
断
を
要
さ
な
い
よ
う

な
も
の
は
Ａ
Ｉ
で
目
視
対
象
外
に
振
り

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、xgboost

の
学
習
デ
ー
タ
は

数
値
で
な
け
れ
ば
活
用
で
き
な
い
た
め
、

文
章
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
や
症
状
詳
記
を

数
値
化
し
て
そ
の
内
容
を
学
習
さ
せ
る

こ
と
も
将
来
的
な
課
題
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
そ
の
技

術
的
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
Ａ
Ｉ
自
体
が
、
ま
だ
ま
だ
発

展
途
上
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ど

ん
ど
ん
良
く
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
Ａ
Ｉ
の
進
化
に
対
し
、
い
か
に

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

も
大
き
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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―
―
A
I
の
導
入
に
先
駆
け
ど
ん
な
こ

と
か
ら
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か

　

ま
ず
、
調
査
研
究
を
行
う
た
め
の
業

者
選
定
を
、
調
査
研
究
に
提
案
意
思
の

あ
る
業
者
が
技
術
提
案
書
を
基
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
企
画
競
争
と

い
う
方
式
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

企
画
競
争
で
は
、
調
達
の
概
要
と
な

る
仕
様
書
を
発
注
者
で
あ
る
支
払
基
金

が
作
成
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、「
レ
セ
プ
ト
を
A
I
に
よ
り
振

り
分
け
る
」
と
い
う
こ
と
は
前
例
が
な

く
、
こ
の
仕
様
書
を
ま
と
め
る
の
に
当

初
の
想
定
よ
り
か
な
り
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
的
に
非
常
に
タ
イ
ト
で
時
間

的
な
制
約
が
多
い
中
で
、
実
装
の
可
否

を
判
断
で
き
る
だ
け
の
成
果
を
出
す
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
調
査
研
究
の
期
日

が
迫
っ
て
く
る
に
従
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
研
究
を
行
う
た
め
に
は
、

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、
審
査

結
果
の
履
歴
情
報
（
具
体
的
に
は
、
レ

セ
プ
ト
の
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
査
定
し

た
か
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
（
以

下
、「
C
C
」）
が
ど
こ
に
貼
付
さ
れ
、
ど

の
よ
う
に
操
作
さ
れ
た
か
、
な
ど
）
を

理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
は
仕
様
が
公
開
さ
れ

て
お
り
、
あ
る
程
度
の
知
識
を
持
つ
業

者
が
多
い
の
で
す
が
、
審
査
の
履
歴
情

報
は
支
払
基
金
独
自
の
仕
様
な
の
で
一

か
ら
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、

意
識
の
す
り
合
わ
せ
に
大
変
時
間
が
か

か
り
苦
労
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
は
馴
染
み
の
あ
る
審
査
の

ル
ー
ル
等
で
も
、
普
段
レ
セ
プ
ト
に
触

れ
て
い
な
い
方
に
と
っ
て
は
理
解
し
に

く
い
こ
と
も
多
く
、
改
め
て
保
険
診
療

に
係
る
レ
セ
プ
ト
の
多
様
性
や
審
査
の

難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
調
査
研
究
に

よ
り
多
く
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
得
ら
れ
た

こ
と
で
Ａ
Ｉ
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
振
分
を

実
装
す
る
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。

―
―
A
I
を
活
用
し
た
レ
セ
プ
ト
振
分

機
能
の
開
発
は
ど
の
よ
う
に
進
め
た
の
で

し
ょ
う
か

　

開
発
に
当
た
り
ま
ず
着
手
し
た
の
は
、

A
I
を
活
用
し
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
と
審

査
結
果
の
履
歴
情
報
か
ら
レ
セ
プ
ト
１

件
ご
と
の
査
定
・
返
戻
確
率
を
計
算
し
、

従
来
の
C
C
も
活
用
し
な
が
ら
目
視
対

象
レ
セ
プ
ト
と
目
視
対
象
外
レ
セ
プ
ト

を
ど
う
振
り
分
け
る
か
、
と
い
っ
た
フ

ロ
ー
図
な
ど
要
件
定
義
書
の
作
成
で
す
。

そ
の
後
、
仕
様
書
を
作
り
込
み
ま
し
た
。

開
発
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
設
計
書
の
確

認
、
承
認
を
段
階
ご
と
に
行
い
な
が
ら

業
者
と
二
人
三
脚
で
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
4
月
か
ら
8
月
ま
で
の
間

に
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
で
Ａ
Ｉ
の
モ
デ
ル

を
作
成
し
、
検
証
を
行
う
期
間
を
設
け

ま
し
た
。
目
的
の
一
つ
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る

レ
セ
プ
ト
振
分
の
運
用
方
法
を
検
討
す

る
た
め
、
も
う
一
つ
は
振
分
の
精
度
を

向
上
さ
せ
る
た
め
で
す
。
こ
こ
で
は
実

際
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
学
習
デ
ー
タ

と
し
て
用
い
て
、
最
適
な
更
新
の
頻
度

や
診
療
報
酬
改
定
に
よ
る
精
度
低
下
の

影
響
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
数
多
く
の

精
度
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｉ
の
モ
デ
ル
作
成
で
は
数

多
く
の
機
械
学
習
用
設
定
値
を
決
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
膨
大
な
組
合
せ

の
全
て
を
網
羅
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
主
要
な
設
定
を
中
心
に
最
適
な

設
定
値
を
見
つ
け
る
た
め
の
検
証
も
行

い
ま
し
た
。

　

開
発
期
間
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

審
査
支
払
新
シ
ス
テ
ム
に
実
装
す
る
Ａ
Ｉ
の
開
発
管
理
を
担
っ
て
い
る

基
金
本
部
分
析
評
価
部
の
職
員
に
聞
き
ま
し
た
。

レ
セ
プ
ト
の
多
様
性
や
審
査
の
難
し
さ
を
形
に

支払基金改革
ただ今奮闘中
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ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
件

数
の
大
幅
な
減
少
や
、
一
部
の
審
査
委

員
会
に
お
い
て
審
査
委
員
長
一
任
に
よ

る
審
査
決
定
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

学
習
デ
ー
タ
に
大
き
な
影
響
が
出
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
シ
ス
テ

ム
稼
働
時
の
学
習
デ
ー
タ
は
影
響
を
少

な
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
A
I
の
開
発
で
重
点
を
置
い
た
と

こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か

　

A
I
に
お
い
て
難
し
か
っ
た
こ
と
は

他
の
シ
ス
テ
ム
開
発
と
違
い
、
機
械
学

習
モ
デ
ル
の
精
度
は
作
っ
て
み
な
い
と

分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
ト
ラ
イ
ア
ル
・
ア
ン
ド
・

エ
ラ
ー
を
繰
り
返
す
必
要
が
あ
り
、
精

度
検
証
が
と
て
も
重
要
で
し
た
。
こ
の

精
度
検
証
と
い
う
も
の
は
A
I
の
シ
ス

テ
ム
開
発
特
有
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

　

審
査
を
行
う
た
め
に
は
算
定
ル
ー
ル

以
外
に
も
、
療
養
担
当
規
則
等
に
照
ら

し
て
妥
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
全
て
の
レ
セ
プ
ト
の
妥
当
性

を
明
文
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
こ

の
明
文
化
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
分

に
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
用
い
る
A
I
は
明
文
化
で
き
る

ル
ー
ル
を
積
み
上
げ
て
作
る
も
の
で
は

な
く
、「
大
量
の
デ
ー
タ
と
答
え
（
査

定
・
返
戻
に
な
る
か
、
な
ら
な
い
か
）」

か
ら
法
則
を
見
つ
け
だ
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
審
査
事
務
や
審

査
に
お
い
て
瞬
間
的
に
感
じ
る
レ
セ
プ

ト
の
違
和
感
な
ど
の
、
明
文
化
す
る
こ

と
が
難
し
い
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
一
方
で
な
ぜ
査
定
・
返
戻

の
可
能
性
が
高
い
の
か
、
又
は
低
い
の

か
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

C
C
が
明
文
化
さ
れ
た
ル
ー
ル
を
担
う

こ
と
で
Ａ
Ｉ
と
お
互
い
の
弱
点
を
補
い
、

今
後
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

―
―
今
ま
さ
に
導
入
に
向
け
た
最
終
調

整
を
行
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

現
在
、
担
当
と
し
て
は
、
大
き
く
分

け
て
三
つ
の
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
開
発
期
間
終
了
後
の
本

番
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ

た
最
終
調
整
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
新
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が

進
み
、
試
験
結
果
が
還
元
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
検
証
結
果
が
一
致

す
る
か
最
終
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
A
I
に
よ
る
振
分
後
も

審
査
の
質
を
担
保
し
て
い
く
た
め
に
、

2
割
の
目
視
レ
セ
プ
ト
の
中
に
、
い
か

に
多
く
の
査
定
・
返
戻
と
な
る
可
能
性

の
高
い
レ
セ
プ
ト
を
振
り
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
そ
の
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
A
I
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

今
ま
で
の
審
査
事
務
に
対
す
る
職
員
の

考
え
方
も
大
き
く
変
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
審
査
事
務
に
つ
い
て
は
、過

去
の
審
査
結
果
な
ど
か
ら
医
療
機
関
や

診
療
科
単
位
で
審
査
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、今
後
は
全
て
の
レ
セ
プ
ト
を
A
I

や
C
C
に
か
け
振
り
分
け
た
上
で
、
査

定
・
返
戻
率
の
高
い
レ
セ
プ
ト
を
審
査
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

審
査
事
務
の
比
重
が
「
医
療
機
関
・
診

療
科
単
位
」
か
ら
「
レ
セ
プ
ト
単
位
」

に
変
わ
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
既

存
の
C
C
な
ど
は
見
直
し
や
精
緻
化
を

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
関
係
部

と
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
払
基
金
が
持
つ
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で

あ
る
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
と
審
査
結
果
の

履
歴
情
報
を
上
手
く
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　　有賀さん　　　 長谷川さん　　　鈴木さん　　　丸山さん
分析評価部
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Topics 

た
、
厚
生
労
働
省
の
「
審
査
支
払
機
能

の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
け

る
在
宅
審
査
に
関
す
る
議
論
も
受
け
、

在
宅
勤
務
（
在
宅
審
査
・
在
宅
審
査
事

務
）
の
体
制
整
備
の
本
格
的
な
検
討
に

入
り
ま
し
た
。

検
討
の
基
本
方
針

【
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
】

　

診
療
報
酬
レ
セ
プ
ト
と
い
う
最
も
機

微
な
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
た
め
、
個

人
情
報
を
匿
名
化
す
る
こ
と
や
ネ
ッ
ト

検
討
（
導
入
）
の
背
景

　

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
支
払
基
金
の
業
務
に

も
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。
診
療
報
酬
の

審
査
の
要
で
あ
る
審
査
委
員
会
は
、
審

査
委
員
が
一
堂
に
会
し
て
合
議
の
も
と

審
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

医
療
機
関
で
日
々
診
療
を
行
う
審
査
委

員
へ
の
感
染
拡
大
リ
ス
ク
を
回
避
す
る

た
め
に
、
令
和
２
年
４
月
・
５
月
は
、

東
京
支
部
を
含
め
た
一
部
の
支
部
に
お

い
て
は
、
審
査
委
員
長
一
任
に
よ
る
審

査
決
定
を
行
い
診
療
報
酬
の
審
査
支
払

を
行
う
な
ど
、
特
例
的
な
対
応
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
、
職
員
も
含
め
今
後

の
審
査
体
制
維
持
の
検
討
が
急
務
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
払
基
金
で
は
令
和
4
年
10

月
に
全
国
14
拠
点
に
審
査
事
務
を
集
約

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
際
、
県

を
ま
た
ぎ
長
時
間
通
勤
を
す
る
職
員
の

負
担
軽
減
に
配
慮
す
る
こ
と
も
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
国
の
「
規
制
改
革
実
施
計

画
」
に
お
け
る
在
宅
審
査
の
検
討
、
ま

ワ
ー
ク
か
ら
の
情
報
漏
洩
防
止
な
ど
の

対
策
に
万
全
を
期
す
た
め
の
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　

在
宅
で
業
務
を
行
う
た
め
の
主
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

技
術
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

●
電
子
レ
セ
プ
ト
の
マ
ス
キ
ン
グ
化

　

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
（
患
者
氏
名
、
医

療
機
関
名
、
医
療
機
関
コ
ー
ド
な

ど
）
に
対
し
て
マ
ス
キ
ン
グ
を
す

る
他
、
個
人
識
別
符
号
が
含
ま
れ

る
も
の
（
保
険
者
番
号
、
記
号
・

審
査
事
務
集
約
に
向
け
て

  
在
宅
勤
務
の
試
行
的
実
施

　

令
和
3
年
10
月
か
ら
群
馬
支
部
に
お
い
て
在
宅
勤
務（
在
宅
審
査
・
在
宅
審
査
事
務
）の
試
行
的
実
施
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
試
行
的
実
施
の
結
果
を
踏
ま
え
、
令
和
4
年
10
月
の
審
査
事
務
集
約
時
か
ら
在
宅
勤
務
（
在
宅
審
査
・
在
宅

審
査
事
務
）
の
導
入
を
目
指
し
て
い
ま
す

群
馬

月刊基金 September 202113



Topics 

番
号
な
ど
）
に
対
し
て
マ
ス
キ
ン

グ
を
実
施
し
ま
す
。

●
安
全
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
は
携
帯
電

話
網
（
閉
域
網
Ｉ
Ｐ

－

Ｖ
Ｐ
Ｎ
接

続
環
境
）
を
採
用
し
、
安
全
な
通

信
経
路
を
確
立
し
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
化

す
る
こ
と
に
よ
り
在
宅
で
使
用
す

る
端
末
に
デ
ー
タ
情
報
が
保
存

で
き
な
い
仕
様
と
な
っ
て
お
り
、

デ
ー
タ
出
力
（
印
刷
や
U
S
B
へ

の
書
き
込
み
）
も
で
き
な
い
仕
様

と
す
る
こ
と
で
情
報
流
出
の
リ
ス

ク
を
軽
減
し
ま
し
た
。

２　

ル
ー
ル
整
備
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
改

正
及
び
在
宅
勤
務
で
の
要
件
整
備
（
執

務
環
境
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
象
発
生
時

の
対
応
方
法
の
確
立
）、
情
報
漏
え
い

に
対
す
る
規
定
の
周
知
（
情
報
漏
え
い

リ
ス
ク
に
対
す
る
意
識
定
着
）
を
し
、

在
宅
勤
務
時
に
誓
約
書
を
取
り
交
わ
す

な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

の
制
定
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

課
題
に
つ
い
て
も
把
握
を
行
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ー
ズ
ご
と
に
審
査
実
績
を
取
り

ま
と
め
、
在
宅
時
と
事
務
所
勤
務
時
の

審
査
実
績
を
比
較
し
検
証
し
ま
す
。

　

な
お
、
試
行
的
実
施
の
中
間
取
り
ま

と
め
を
令
和
4
年
5
月
頃
、
ま
た
、
同

年
8
月
頃
に
は
最
終
取
り
ま
と
め
を
行

う
こ
と
と
し
て
取
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
試
行
的
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

群
馬
支
部
審
査
委
員
会
の
先
生
方
の
協

力
を
得
て
全
審
査
委
員
の
う
ち
約
３
割

の
審
査
委
員
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
高
崎
オ
フ
ィ
ス
で
審
査
事
務

を
担
う
職
員
を
対
象
に
試
行
的
実
施
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
在
宅
審
査
の
試
行
的
実
施

（
審
査
委
員
）】

　

在
宅
審
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

審
査
委
員
が
自
宅
又
は
勤
務
先
か
ら
基

金
事
務
所
ま
で
来
所
す
る
こ
と
な
く
、

自
宅
で
の
審
査
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
時
の
よ
う
な
緊
急
事
態
時
に
お
い
て

も
、
審
査
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
診
療
で
多
忙
を
極
め
る
審
査

【
業
務
面
】

　

現
在
、
支
払
基
金
で
は
電
子
と
紙
の

レ
セ
プ
ト
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
実

施
す
る
業
務
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

な
お
残
る
紙
レ
セ
プ
ト
業
務
に
つ
い
て
、

当
然
、
在
宅
で
処
理
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
一
定
の
業
務
を
事
務
所
で

行
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
在
宅
勤
務

と
事
務
所
勤
務
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
が

ど
こ
な
の
か
を
探
り
、
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

試
行
的
実
施
の
概
要

　

試
行
的
実
施
期
間
は
、
令
和
3
年
10

月
処
理
か
ら
令
和
4
年
8
月
処
理
ま
で

の
11
か
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
実
施
期

間
を
大
き
く
二
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
、

令
和
3
年
10
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
を

第
１
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
遠
隔
に
よ
る
審

査
委
員
と
職
員
の
連
携
を
中
心
と
し
た

課
題
の
抽
出
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
令

和
4
年
4
月
か
ら
同
年
8
月
ま
で
を
第

2
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、
同
年
４
月
の
診

療
報
酬
改
定
時
に
お
け
る
在
宅
勤
務
の

委
員
の
移
動
時
間
を
削
減
し
、
審
査
時

間
へ
振
り
向
け
る
な
ど
の
更
な
る
審
査

の
質
の
向
上
も
期
待
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

在
宅
審
査
の
試
行
的
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
審
査
委
員
を
診
療
科
に
偏
り
な

く
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
審
査
の

質
の
確
保
及
び
安
定
的
な
実
施
の
観
点

か
ら
、
各
グ
ル
ー
プ
に
各
診
療
科
の
取

り
ま
と
め
を
行
う
主
任
審
査
委
員
を
必

ず
配
置
し
、
1
グ
ル
ー
プ
が
2
か
月
間

の
在
宅
審
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
在
宅
で
審
査
を
行
う
期
間
の

内
、
原
則
、
審
査
委
員
会
及
び
再
審
査

部
会
の
初
日
は
、
紙
レ
セ
プ
ト
審
査
の

た
め
に
事
務
所
に
来
所
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

【
在
宅
審
査
の
検
証
】

　

在
宅
審
査
の
試
行
的
実
施
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
審
査
委
員
が
在
宅
審
査
を

選
択
し
や
す
い
か
、
一
方
で
審
査
委
員

に
と
っ
て
在
宅
審
査
に
不
都
合
な
点
は

何
か
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
確
認
事
項
と
し
て
、
在
宅
審
査

時
の
審
査
実
績
の
動
向
、
在
宅
審
査
を
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行
っ
た
場
合
の
審
査
時
間
の
増
減
、
在

宅
審
査
を
す
る
審
査
委
員
と
事
務
所
で

審
査
す
る
審
査
委
員
間
の
連
携
や
、
在

宅
審
査
す
る
審
査
委
員
と
職
員
と
の
連

携
に
問
題
が
な
い
か
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
会
議
日
程
が
明

確
な
各
種
会
議
は
、
居
宅
か
ら
W
e
b

で
参
加
す
る
こ
と
と
し
て
、
対
面
で
出

席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
会
議
（
用
務
）

の
見
極
め
等
に
つ
い
て
、
対
象
者
へ
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
確
認

し
ま
す
。

【
在
宅
審
査
事
務
の
試
行
的
実
施

（
職
員
）】

　

電
子
レ
セ
プ
ト
の
原
審
査
、
再
審
査

事
務
を
在
宅
で
実
施
し
ま
す
。
実
施
期

間
は
ひ
と
月
最
大
で
９
日
間
程
度
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
期
間
に

つ
い
て
は
、
事
務
所
に
お
い
て
紙
レ
セ

プ
ト
処
理
を
中
心
と
し
た
業
務
に
従
事

し
ま
す
。

　

具
体
的
な
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、

令
和
4
年
10
月
の
審
査
事
務
集
約
時
を

想
定
し
、
集
約
拠
点
と
な
る
支
部
へ
80

分
以
上
通
勤
時
間
を
要
す
る
職
員
を
在

宅
勤
務
の
対
象
と
し
て
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。
事
務
所
勤
務
と
な
る
者
の
グ

ル
ー
プ
と
在
宅
勤
務
と
な
る
者
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

組
み
、
月
交
代
で
在
宅
審
査
事
務
を
居

宅
に
て
行
い
ま
す
。
事
務
所
と
在
宅
の

遠
隔
で
の
連
携
に
よ
る
審
査
実
績
へ
の

影
響
等
を
中
心
に
課
題
を
洗
い
出
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
在
宅
審
査
事
務
の
検
証
】

　

審
査
委
員
と
職
員
双
方
で
最
も
慎
重

に
確
認
す
べ
き
点
と
し
て
、
審
査
実
績

に
直
結
す
る
審
査
委
員
と
職
員
の
連
携

が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
対
面
に
よ
り
審

査
委
員
と
職
員
が
直
接
連
携
し
、
審
査

上
の
疑
義
を
照
会
し
円
滑
な
審
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
勤
務
に
よ
り
審

査
委
員
と
職
員
が
離
れ
て
い
て
も
こ
れ

ま
で
ど
お
り
の
連
携
が
可
能
か
、
ひ
い

て
は
、
審
査
の
質
が
維
持
で
き
る
か
ど

う
か
が
大
き
な
課
題
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
審
査
事
務
集
約
時
に
は
審

査
委
員
会
事
務
局
で
審
査
を
行
う
審
査

委
員
と
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
で
レ
セ
プ

ト
を
点
検
す
る
職
員
に
お
い
て
も
遠
隔

で
連
携
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
令
和

3
年
9
月
に
稼
働
す
る
審
査
支
払
新
シ

ス
テ
ム
で
は
「
審
査
委
員
と
職
員
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
機

能
」
と
し
て
、
審
査
委
員
、
職
員
が
同

一
レ
セ
プ
ト
を
参
照
で
き
る
機
能
や
、

審
査
委
員
・
職
員
間
の
照
会
内
容
を
シ

ス
テ
ム
上
で
や
り
取
り
で
き
る
メ
モ
機

能
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
離
れ
て
い
て
も
事
務
所

勤
務
時
と
同
じ
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
審
査
の

質
を
落
と
す
こ
と
な
く
在
宅
審
査
・
在

宅
審
査
事
務
が
行
え
る
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
点
を
十
分
に
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

在
宅
勤
務
の
試
行
的
実

施
後
の
展
望

　

令
和
4
年
10
月
か
ら
実
施
す
る
在
宅

勤
務
で
は
、
在
宅
で
行
う
業
務
と
事
務

所
で
行
う
業
務
の
両
方
を
担
当
す
る
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
型
の
勤
務
形
態
と
な
り

ま
す
が
、
現
在
、
政
府
が
主
導
し
て
い

る
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
機
関
へ
の
紙
レ
セ

プ
ト
送
付
廃
止
等
に
よ
る
将
来
的
な
紙

レ
セ
プ
ト
の
減
少
な
ど
も
踏
ま
え
、
電

子
レ
セ
プ
ト
中
心
の
業
務
処
理
方
法
の

見
直
し
に
合
わ
せ
在
宅
勤
務
の
拡
充
に

向
け
た
、
更
な
る
検
討
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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医
師
と
し
て

―
―
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
は

　

も
と
も
と
医
師
の
家
系
で
、
親
戚
の
ほ

と
ん
ど
は
医
師
と
い
う
環
境
で
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
父
親
も
開
業
医
で
、
小
さ
い

頃
は
人
力
車
や
父
親
が
運
転
す
る
自
転
車

に
一
緒
に
乗
っ
て
往
診
に
付
添
っ
て
行
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
父
親
は
私
が

小
学
校
の
高
学
年
の
と
き
に
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
往
診
に
は
付
添
え
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
近
所
に
あ
る
親
戚
の
眼
科

で
、
カ
ル
テ
か
ら
紙
レ
セ
プ
ト
に
患
者
さ

ん
の
名
前
や
生
年
月
日
を
写
す
と
い
っ
た

手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
で
も
、

月
に
３
０
０
０
〜
４
０
０
０
枚
の
レ
セ
プ

ト
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

医
学
部
に
入
っ
て
か
ら
は
、
父
親
が
内

科
医
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、循
環
器
内
科

を
専
攻
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
神
戸
労

災
病
院
に
15
年
間
勤
め
て
、
40
歳
に
な
っ

て
親
戚
の
眼
科
の
隣
に
開
業
し
ま
し
た
。

―
―
医
師
と
し
て
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

で
き
る
だ
け
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
く
こ

と
で
す
ね
。
こ
れ
は
15
年
間
勤
め
た
病
院

で
得
た
こ
と
で
す
。
循
環
器
の
専
門
病
院

で
し
た
が
、
末
期
が
ん
の
患
者
さ
ん
も
多

く
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
ま
し
た
。
私
自

身
も
患
者
さ
ん
と
の
会
話
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
自
分
に
と
っ
て
も
よ

い
経
験
で
し
た
し
、
患
者
さ
ん
も
話
す
こ

と
で
落
ち
着
か
れ
る
よ
う
で
す
。

　

開
業
し
て
か
ら
も
、
往
診
に
行
く
た
び

に
、
多
少
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
患
者

さ
ん
と
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

―
―
好
き
な
言
葉
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

父
親
の
、「
診
て
い
る
患
者
さ
ん
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
家
族
が

自
分
も
診
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
初
め
て
医
師
と
し
て
は
一

人
前
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
本
人

か
ら
直
接
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
母
親

を
通
じ
て
私
に
残
し
て
く
れ
た
み
た
い
で

す
ね
。

審
査
委
員
長
と
し
て

―
―
審
査
委
員
に
な
っ
て
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

審
査
委
員
に
な
っ
た
の
は
１
９
９
５
年

の
６
月
で
す
が
、
そ
の
年
の
１
月
17
日
に

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
。
震

災
の
爪
痕
が
深
く
交
通
機
関
も
完
全
に
は

復
旧
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
支
払
基
金

の
兵
庫
支
部
へ
通
う
の
が
大
変
だ
っ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
自
宅
や
診
療
所
は
被
害
が
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の
医
療
機
関
で

は
カ
ル
テ
が
焼
け
て
し
ま
い
、
支
払
基
金

や
国
保
連
合
会
は
診
療
報
酬
の
概
算
払
い

を
し
ま
し
た
。
あ
れ
に
は
神
戸
市
内
の
医

療
機
関
は
非
常
に
助
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
頃
、
私
は
医
師
会
の
役
員
も
し
て
い

た
の
で
、
支
払
基
金
と
国
保
連
合
会
の
対

応
に
は
頭
が
下
が
り
ま
し
た
し
、
大
変
喜

び
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
審
査

委
員
の
仕
事
を
受
け
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

―
―
審
査
委
員
会
を
運
営
さ
れ
る
中
で
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　

現
在
、
私
ど
も
の
審
査
委
員
会
に
は
、

各
分
野
の
主
任
審
査
委
員
を
中
心
に
非
常

に
優
れ
た
先
生
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ま
た
、
法
律
的
な
こ
と
に
も
大
変
詳

し
い
医
療
顧
問
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
こ
う
し
た
医
療
の
各
分
野
に
お
け
る

エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
先
生
方
の
間
で
い
ろ
い

ろ
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら
う

と
、
そ
れ
を
通
じ
て
物
事
が
自
然
と
決

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
私
の
仕
事
は
、
そ
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
十
分
に
行
え
る
よ

う
に
、
お
膳
立
て
を
す
る
こ
と
ぐ
ら
い
で

す
ね
。

―
―
職
員
に
望
む
こ
と
は

　

一
枚
一
枚
の
レ
セ
プ
ト
を
見
る
と
、
そ

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用

デ
ー
タ
ヘルス
の
取
組
み
に
期
待

齊
藤 

清
治　
兵
庫
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

審査委員長に伺いました。
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プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

―
―
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ

い
　

旅
行
が
好
き
で
す
。
一
泊
も
し
く
は
日

帰
り
旅
行
が
多
い
で
す
ね
。
15
年
ほ
ど
前

か
ら
は
、
神
社
や
お
寺
の
御
朱
印
集
め
に

凝
っ
て
い
ま
す
。
四
国
八
十
八
ケ
所
霊
場

の
巡
礼
や
西
国
三
十
三
所
、
近
畿
神
仏
霊

場
１
５
０
か
所
は
す
べ
て
回
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
私
の
自
慢
な
ん
で

す
が
、
明
治
の
初
め
に
神
社
の
社
格
を
定

め
た
官
幣
社
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
大
社
、

中
社
、
小
社
合
わ
せ
て
１
０
０
以
上
あ
る

神
社
の
う
ち
一
つ
だ
け
残
し
て
、
全
部
回

り
ま
し
た
。
残
り
の
一
つ
は
北
海
道
の
函

館
市
に
あ
る
八
幡
さ
ま
な
の
で
す
が
、
そ

こ
は
楽
し
み
に
と
っ
て
お
こ
う
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岡
山
県
の
水
害
の
と
き
に
、
停

電
で
電
子
カ
ル
テ
が
使
え
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
と
き
に
、
支
払

基
金
の
持
っ
て
い
る
患
者
情
報
を
活
用
さ

せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
非
常
に
大
事
で
す
。

　

災
害
時
の
医
療
機
関
を
始
め
と
す
る
支

援
団
体
な
ど
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｓ
（
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ

ム
）
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
支
払
基

金
が
参
加
す
る
こ
と
で
災
害
時
に
お
け
る

患
者
さ
ん
や
医
療
機
関
の
役
に
立
つ
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
今
後
の
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て
の

ご
見
解
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

今
後
は
、
さ
ら
に
医
療
費
適
正
化
の
方

向
に
進
む
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
審

査
に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
が
進
む
と
、
現
在
の
出
来
高
払
い

中
心
の
診
療
報
酬
体
系
が
包
括
払
い
、
さ

ら
に
人
頭
払
い
と
い
っ
た
方
向
に
ま
で
進

む
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
お
い
て
は
、
出
来
高

払
い
よ
り
も
包
括
払
い
の
ほ
う
が
う
ま
く

い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
い
い
こ
と
か

悪
い
こ
と
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
将
来

の
日
本
の
医
療
保
険
制
度
も
変
わ
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
重

要
な
仕
事
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
私
と
し

て
は
加
入
者
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
保
健

事
業
や
健
康
づ
く
り
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

か
つ
て
の
終
身
雇
用
が
当
た
り
前
の
時

代
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
健
保
組
合
が
入

社
か
ら
定
年
ま
で
会
社
ぐ
る
み
で
そ
の
人

の
面
倒
を
み
る
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た

が
、
い
ま
は
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
で
、
今
般
の
加
入
者
の
健
康
を
支

援
す
る
た
め
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
の
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。

―
―
支
払
基
金
に
望
む
こ
と
は

　

私
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
も
日
本
国
内
で
は
地

震
や
台
風
、
水
害
な
ど
多
く
の
災
害
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
災
害
時
に

支
払
基
金
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
も
っ
と
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
の
と
き
に
は
、
J
M
A
T
の

一
員
と
し
て
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
被
災
し
た
患
者
さ
ん
が
お
薬
手
帳

を
な
く
し
て
、
投
薬
の
実
態
が
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、

支
払
基
金
の
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
に
よ
っ
て

診
療
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、
こ

れ
は
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

の
中
に
隠
れ
て
い
る
情
報
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
職
員
の
方
に
知
っ

て
も
ら
う
に
は
、
一
枚
の
レ
セ
プ
ト
に
つ

い
て
個
別
で
話
し
合
う
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
事
務
職
員
の
中
に
は
積

極
的
に
相
談
に
来
る
方
も
い
ま
す
し
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
消
極
的
な
方
も
い
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
気
軽
に
、
審
査
委
員
と

事
務
職
員
と
が
レ
セ
プ
ト
を
見
な
が
ら
話

し
合
え
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
医
療
機
関
や
保
険
者
に
望
む
こ
と
は

　

私
ど
も
の
査
定
は
、
そ
の
医
療
行
為
を

否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
医
療
機
関
に
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
保
険
診
療
に
お
い
て
合
わ
な

か
っ
た
部
分
を
査
定
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
あ
た
り
を
し
っ
か
り
分
か
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
側
か
ら
「
ど
こ
ま
で

な
ら
認
め
て
く
れ
る
の
か
」
と
い
っ
た
質

問
を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
れ
も
少

し
違
い
ま
す
。
私
ど
も
は
保
険
診
療
か
ら

外
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
査
定
を
し
ま
す

が
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
必
要
な
医
療
は
、

そ
の
医
療
機
関
の
思
っ
た
よ
う
に
行
っ
て

も
ら
い
、
そ
の
上
で
の
請
求
内
容
に
対
す

る
審
査
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

保
険
者
は
現
在
、
保
険
財
政
が
厳
し
い

こ
と
か
ら
、
再
審
査
請
求
に
一
生
懸
命
取
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　医療機関等におけるオンライン資格確認の開始に伴い、被保険者証等に「枝番」が記載されることに
なりました。「枝番」とは世帯単位で付番されている被保険者証の番号に個人識別を可能とするもので、
保険者が付与する任意の番号となります。
　令和3年8月診療（調剤）分までは、電子レセプト請求時に 「枝番」の記録を省略する取扱いでしたが、
令和3年9月診療（調剤）分以降、「枝番」を記録することとなります。

　今月号では、令和3年9月診療（調剤）分以降に、「枝番」が記載された被保険者証によって患者が受
診した場合の電子レセプトの記録方法等についてご案内します。

被保険者証等に記載された「枝番」の記録について

被保険者証の記載例
従来から記載されていた記号・番号とは別に「枝番」が記載されます。

被保険者証に「枝番」が記載されている場合のレセプトの記録

被保険者証及び高齢受給者証に「枝番」が記載されている場合のレセプトの記録

【記録方法】　例1：被保険者（本人）の場合　　SN,1,01,,,,00,,

被扶養者

被保険者証に表示された「枝番」については、オンライン又は光ディスク等による請求に係る記録条
件仕様に定められた資格確認レコード（SNレコード）の「枝番」項目に記録してください。

※高齢受給者証等に記載された「枝番」ではなく、被保険者証に記載された「枝番」を記録してください。

なお、「枝番」の記載がない被保険者証で患者が受診した場合、資格確認レコード（SNレコード）の
記録は省略して差し支えありません。　

例2：被扶養者（家族）の場合　　SN,1,01,,,,11,,

【記録方法】　被扶養者（家族）と高齢受給者証をお持ちの場合　SN,1,01,,,,11,,

※　限度額適用認定証についても同様の取扱いとなります。

枝番

＋

健康保険被保険者証

保険者番号：06XXXXXX
記号：1234
番号：5678　（枝番）11

氏名：●●　●●
生年月日：昭和25年9月1日

健康保険被保険者証

保険者番号：06XXXXXX
記号：1234
番号：5678　（枝番）00

氏名：●●　●●
生年月日：昭和58年10月15日

健康保険被保険者証

保険者番号：06XXXXXX
記号：1234
番号：5678　（枝番）11

氏名：●●　●●
生年月日：●●●年9月20日

健康保険高齢受給者証

記号：1234
番号：5678
　　　（枝番）00

氏名：●●　●●
生年月日：
昭和25年9月1日

被保険者 被扶養者

高齢受給者証については、個人ごとの「枝番」ではなく、被保険者（本人）の「枝番」が記載されて
います。
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電子レセプトへの記録時の留意点

Ｑ＆Ａ

「枝番」は、資格確認レコード（SNレコード）の「枝番」項目に記録しますが、誤って保険者
レコード（HOレコード）の「被保険者証（手帳）等の番号」項目に続けて記録することのない
ようご留意願います。

【誤った記録】　例１：HO,0101XXXX,1234,567800,,,,,,,,,,,

　　　　　　　例２：HO,0101XXXX,1234,5678（枝番）00,,,,,,,,,,,

→この場合、「被保険者証（手帳）等の番号」の記録誤りとなり返戻
となります。

【正しい記録方法】　　SN,1,01,,,,00,,

健康保険被保険者証

保険者番号：06XXXXXX
記号：1234
番号：5678　（枝番）00

氏名：●●　●●
生年月日：昭和58年10月15日

「枝番」を記録しなかった場合、レセプトは返戻となるのでしょうか。

「枝番」の記録がなくても返戻とはなりません。
なお、審査支払機関においてレセプトを受け付けた後、レセプトに記録された患者の情報とオ
ンライン資格確認システムに登録された情報を照合し、確認ができた場合は「枝番」を補記し
て保険者へ送付します。

「枝番」はどのように記録すればいいのでしょうか。

オンライン又は光ディスク等による請求に係る記録条件仕様に定められている資格確認レコー
ド（SNレコード）の「枝番」項目に記録することとなります。
なお、電子レセプトへの記録方法の詳細についてはお使いのシステムベンダーへお問い合わせ
ください。

保険者による「枝番」の振り方にはルールがあるのでしょうか。

「枝番」の番号の振り方に関するルールはありません。発行される「枝番」は保険者の任意の番
号となります。

A1

A2

A3

Q1

Q2

Q3

オンライン又は光ディスク等による請求に係る記録条件仕様はこちら
医科 DPC 歯科 調剤
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古いWi-Fiルータ
〜アップデートの重要性〜

W
i
︲
F
i
ル
ー
タ
は

約
５
年
お
き
に
新
し
い
も

の
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い

　

W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
た
め
の
機
器
で
、

ふ
だ
ん
意
識
す
る
人
は
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
導
入
し
た

と
き
に
業
者
に
任
せ
っ
き
り
で
存
在
さ

え
忘
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
１
年
ほ
ど
で
古
い
製
品
の
サ

ポ
ー
ト
期
限
が
終
了
し
た
あ
と
に
脆
弱

性
が
多
く
発
見
さ
れ
て
お
り
、
メ
ー

カ
ー
が
修
正
で
き
な
い
た
め
買
い
替
え

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。W
i
‐
F
i

ル
ー
タ
の
分
野
は
日
本
の
メ
ー
カ
ー
が

強
く
、
性
能
も
安
定
性
も
高
い
製
品
が

多
品
種
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
品
種

の
製
品
が
供
給
さ
れ
て
い
る
た
め
、
古

い
も
の
に
関
し
て
は
サ
ポ
ー
ト
を
切
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
も
と
も
と

製
品
保
証
も
購
入
後
１
年
の
こ
と
が
多

く
長
期
間
に
わ
た
っ
て
サ
ポ
ー
ト
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
法
人
用

の
W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
は
５
年
サ
ポ
ー

ト
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

同
じ
よ
う
に
５
年
経
過
し
た
も
の
は
サ

ポ
ー
ト
終
了
と
と
も
に
修
正
さ
れ
な
い

ま
ま
に
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

W
i
︲
F
i
ル
ー
タ
の

脆
弱
性

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
直
接
ア
ク
セ

ス
で
き
る
部
分
よ
り
、
内
部
か
ら
ア
ク

セ
ス
す
る
W
i
‐
F
i
の
管
理
画
面
に

脆
弱
性
が
あ
る
こ
と
が
多
く
、
問
題
が

あ
っ
て
も
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
設
置
場

所
の
近
く
（
数
百
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
行

か
な
い
と
侵
入
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
た

め
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
被
害
を
出
し

て
は
い
ま
せ
ん
。

　

古
い
機
器
は
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
な
い
ま

ま
脆
弱
性
が
放
置
さ
れ
ま
す
。
も
の
に

よ
っ
て
は
10
年
以
上
そ
の
ま
ま
運
用

し
て
い
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。
W
i

‐
F
i
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
情
報
は
、

G
oogle

な
ど
が
G
P
S
に
よ
る
位
置
情

報
取
得
の
高
速
化
や
、
屋
内
で
の
位
置

情
報
取
得
の
場
合
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
W
i
‐
F
i
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
情
報
を
公
開
し
て

い
る
サ
イ
ト
が
あ
り
（
図
）、
設
置
場
所

図　設置されているアクセスポイントの公開情報 や
メ
ー
カ
ー
、
設
置
後
お
よ
そ
何
年
経

過
し
て
い
る
の
か
な
ど
の
情
報
を
現
地

に
行
か
な
く
て
も
誰
で
も
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
弱
い
W
i
‐
F
i
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
を
探
す
だ
け
で
あ
れ
ば
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
探
し
て
、
実
際
に
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攻
撃
を
仕
掛
け
る
場
合
は
現
地
に
行
っ

て
侵
入
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
て

し
ま
う
の
で
す
。

W
i
︲
F
i
機
器
へ
の

侵
入

　

W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
の
脆
弱
性
が
あ

る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
で

し
ょ
う
か
？　

　

W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
は
I
o
T
機
器

の
１
つ
で
す
。
I
o
T
機
器
を
狙
っ
た

攻
撃
が
2
0
1
7
年
に
大
規
模
に
流

行
し
て
か
ら
、
W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
を

含
む
I
o
T
機
器
は
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
た
び
侵
入
さ
れ
る
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
用
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
盗
ま

れ
た
り
、
ス
パ
ム
メ
ー
ル
の
送
信
や
攻

撃
の
踏
み
台
に
な
っ
た
り
、
別
の
機
器

を
攻
撃
し
始
め
る
な
ど
の
活
動
を
始
め

ま
す
。

　

新
し
い
W
i
‐
F
i
機
器
で
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
弱
く
す
る
設
定
を
し
な
い
限

り
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
直
接

W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
に
は
接
続
で
き
な

い
た
め
、
直
接
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
中
に
は
、
設

定
を
誤
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
ま
ま
で
は
侵
入
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

脆
弱
性
が
あ
る
と
外
部
か
ら
侵
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
W
i
‐
F
i
の

パ
ス
ワ
ー
ド
が
破
ら
れ
て
し
ま
う
と
さ

ら
に
厄
介
で
す
。
W
i
‐
F
i
機
器
の

脆
弱
性
の
多
く
は
内
部
の
管
理
画
面
に

あ
る
の
で
、
W
i
‐
F
i
機
器
を
乗
っ

取
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
リ
ス
ク
の
伴
う
無
線

L
A
N
で
す
が
利
用
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
に
限
れ
ば
安
全
に
利
用
で
き

ま
す
。
現
在
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
は
ア
プ
リ
と
サ
ー
バ
ー
の
間
が
、
暗

号
技
術
に
よ
り
正
し
い
相
手
に
暗
号
化

さ
れ
て
接
続
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
か
ら
で
す
。

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
確
認

　

メ
ー
カ
ー
が
対
応
し
た
脆
弱
性
に
関

し
て
は
、
※
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
で
最
新
に
で
き
ま
す
が
、
古
い

機
器
は
こ
れ
ら
が
自
動
で
行
え
ま
せ
ん
。

た
ま
に
、
管
理
画
面
を
覗
い
て
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
も
し
く
は
、
メ
ー
カ
ー
の

※　ファームウェアアップデート
とは、さまざまな機器に内蔵さ
れている制御のためのファーム
ウェアと呼ばれるソフトウェア
を新しいものに入れ替えること。

サ
イ
ト
に
行
っ
て
、
確
認
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

買
い
替
え
の
注
意
点

　

古
い
W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
を
使
っ
て

い
て
買
い
替
え
る
場
合
は
、
少
し
高
い

で
す
が
侵
入
ブ
ロ
ッ
ク
や
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
サ
イ
ト
の
ブ
ロ
ッ
ク
機
能
な
ど
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
が
つ
い
て
い
る
も
の

を
お
勧
め
し
ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機

能
が
あ
っ
て
も
七
千
円
代
か
ら
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

情報が公開された Wi-Fiアクセスポイントの 1つ
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［保険者の方へ］
帳票の見方 連載3回

表示内容

Ⓐ表題の括弧　
括弧に本人、家族（家族）、家族（6歳）、高齢者7割、高齢者一般、

合計を表示し、その横に自県（直接請求分）計、他府県（間接請

求被依頼分）計、総合計を表示しています。

なお、前期高齢者分は表題の横に前期高齢者再掲として表示し

ています。

Ⓑ年月分
診療年月分を表示しています。

Ⓒ支部番号　
保険者所在都道府県の支部番号を表示しています。

Ⓓ算定
医療機関等から請求されたレセプトの件数、日数、点数、一部

負担金及び金額を表示しています。

Ⓔ突合再審査調整
保険者から請求された突合再審査において医療機関への返戻及

びレセプトの一部査定を行い調整を行った件数、日数、点数並

びに金額を表示しています。

Ⓕ再審査調整
保険者から請求された再審査等において医療機関への返戻及び

レセプトの一部査定を行い調整を行った件数、日数、点数及び

金額を表示しています。

Ⓖ確定
Ⓓ算定からⒺ突合再審査調整とⒻ再審査調整を控除し確定した

件数、日数、点数及び金額を表示しています。

Ⓗ事務費
保険者へ請求する事務費（手数料）を表示しています。

Ⓘ診療報酬
保険者へ請求する診療報酬を表示しています。

Ⓙ高額再掲
高額療養費の現物給付対象の件数及び金額を表示しています。

Ⓚ端数調整額　
本人、家族（家族）、家族（6歳）、高齢者7割、高齢者一般ごと

自県計、他府県計ごとに事務費（手数料）の端数調整した額を

表示しています。

Ⓛ請求確定額（本人・家族・高齢者計）　
診療報酬等請求内訳書（合計）のみに保険者へ請求する事務費

（手数料）及び診療報酬を表示しています。

Ⓜ特定疾病再掲　
長期高額疾病（長､ 長2､ 長処）分に係る高額療養費の現物給付

対象の件数及び金額を表示しています。

確　定　　（上段）事務費　　（下段）診療報酬
件数（件）日数（日） 点数（点） 金額（円）

6 9 594 3 011 476 2 5 607 678

7 072 1 0 503 7 097 788 5 2 489 522

687 678 30

7 141 1 1 097 1 0 109 264 7 8 097 200

1 691 2 805 1 650 041 1 1 671 923

162 939 60

1 692 2 806 1 654 671 1 1 704 333

168 025 20

3 486 4 555 2 816 451 20 131 949

5 7 1 233 794 730 474 150

1 2 1 280 760

5 8 1 235 796 010 474 910

3 15 167 350
288 90

125 105

1 018 932

1 2 322 1 0 533 497

3

1 2 322
1 018 929

1 1 0 533 497

　　　　  社会保険診療報酬支払基金支部

C

G H I

算定から再審査等を控除した件数等を表示しま
す。（保険者へ実際に請求する金額となります。）

医科・歯科・調剤・訪問別の事務費（手数料）を表
示します。
電子レセプト分の手数料については、受取形態によ
り単価が異なります。
※当該事例はレセプトの受取形態がオンラインの保
険者ですので、電子及び紙レセプト分の単価は、基
本手数料となります。
なお、再審査分については、受取形態にかかわらず、
基本手数料が返還されます。

本人、家族等別自県計、
他府県計別に事務費（手
数料）の端数調整を行
い、合計して表示しま
す。

保険者へ請求す
る件数、事務費

（手数料）及び
診療報酬を表示
します。
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この様式は、医療機関等から請求されたレセプトの金額を集計し、再審査等調整額分
を含め保険者へ請求する金額の内訳を、本人、家族（家族）、家族（6歳）、高齢者7割、
高齢者一般ごとに自県（直接請求分）計、他府県（間接請求被依頼分）計及び総合計
を作成し、本人から高齢者一般までを取りまとめたものを合計として作成します。ま
た、前期高齢者分は、区分ごとに前期高齢者再掲としてそれぞれ作成します。

診療報酬等請求内訳書
（機械様式第98号の1）

診 療 報 酬 等 請 求 内 訳 書（ 合  計 ）（ 総 合 計 ）
  管掌　 府県 　　番号
 （０６） （＊＊） （２０１＊） 御中 令和　2年　1月分

区　分
算　　　　　　　　定 （上段）突合再審査調整　　（下段）再審査調整

件数（件） 日数（日） 点数（点） 一部負担金（円） 金額（円） 件数（件）日数（日） 点数（点） 金額（円）

療
　
　
　
養
　
　
　
の
　
　
　
給
　
　
　
付

医
　
　
　
科

入
　
院 6 7

7 0 596 3 017 174 1 276 948 2 5 648 135 －1 －2 －5 698 －4 0 45 7
高額再掲 2 0 3 422 882

入 

院 

外
6
7

729
094 10 557 7 127 016 424 778 5 2 694 408 －2 2 －5 4 －2 9 228 － 204 8 8 6

高額再掲 19 1 814 247

計
6
7

796
164 11 153 10 144 190 1 701 726 78 342 543 －2 3 －5 6 －3 4 926 － 245 3 4 3

高額再掲 39 5 237 129

歯
　
　
　
科

入
　
院 1

1 1 4 630 3 2 410
高額再掲

入 

院 

外 1
1

007
700 2 830 1 666 397 1 5 730 1 1 792 315 －9 －2 5 －1 6 356 －120 3 9 2

高額再掲 2 7 482

計
1
1

008
701 2 831 1 671 027 1 5 730 1 1 824 725

高額再掲 2 7 482

調　剤
3
3

493
505

（処方回数）

4 578 2 830 688 2 0 231 608

－571 －3 99 7

－1 9 －2 3 －1 3 666 －9 5 66 2
高額再掲 2（回数） （基準額） 5 1 574

療
　
養
　
費

食
事
・
生
活

医科 5 8 1 237 797 390 321 620 475 770 －1 －4 －2 660 －1 62 0

歯科 1 2 1 280 520 760

計 5 9 1 239 798 670 322 140 476 530 －1 －4 －2 660 －1 62 0

訪問看護
3 1 5

（看護費用）

167 350 125 105
高額再掲

合　計 1 1

1 2

297

373 111 000 511

－3 9 9 7

－5 1 －463 0 1 7

高額再掲 4 3 5 296 185

摘
　
要

　　　　　   特定疾病再掲（　　　　　　　14件）　（　　　　　　1,590,199.00円）

　　　　　　　　　連番（　313　）　（024-0000314）　　　　　　　　　　　　　　基金支部数（32）

端数調整額

請求確定額（本人
・家族・高齢者計）

B

D

A

E

医療機関等から請求されたレセプトの件数、日数、
点数、一部負担金及び金額を表示します。

F

J

M

高額療養費の現物給付対
象の件数及び金額を表示
します。

件数の上段は、電子レセプト分の
件数を再掲件数として表示します。

再審査調整に係る件数、日数、点数
及び金額を表示します。

K
L

（備考）　１　算定の件数欄の上段は、電子レセプト分件数の再掲です。
２　本人における医科・歯科の入院外及び調剤の一部負担金欄の上段は薬剤一部負担金、下段は定率方式
医療機関分を除く一部負担金の算定額です。
３　療養費欄の食事・生活件数は、医科・歯科入院分件数の再掲であり、合計件数には含まれません。

４　突合再審査調整及び再審査調整欄の内訳は、別添再審査等結果通知書のとおりです。
５　確定の金額欄の上段は、事務費の額です。
６　診療報酬等請求内訳書の総合計は、自県計及び他府県計の合計です。

（機械様式第98号の1）

突合再審査調整に係る件数、日数、
点数及び金額を表示します。
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　難治度が高いなどの特定疾患に罹患し、長期にわたり高額の医療費がかかる患者については、特定疾患治療研
究事業として医療費の助成が行われてきました。平成27年1月1日難病法（難病の患者に対する医療等に関する法
律）が施行され、特定疾患治療研究事業の対象であった疾患も移行しています。難病法に基づき指定される指定難
病は、効果的な治療方法が確立されるまでの間、長期の療養による医療費の経済的な負担が大きいため、患者の医
療費の一部を助成して支援を行います。

難病患者への医療支援

特定医療費（指定難病）の支給（法第５条）

　「難病」とは、発病の機構が明らかでなく、かつ、治療方法が確立していない希少な疾病であって、
当該疾病にかかることにより長期にわたり療養を必要とすることとなるものをいい、医療費助成の対
象とする疾患を「指定難病」といいます。指定難病と診断され、病状の程度が重症度分類等に照らし
て一定程度以上の場合において支給の対象となります。支給が認定されると「医療受給者証」が交付
され、医療受給者証に記載された「指定医療機関（病院、診療所、薬局及び訪問看護ステーション）」
が医療（特定医療）を行います。認定期間は、原則1年以内ですが、必要な場合は更新することがで
きます。なお、症状の程度が重症度分類等の基準に該当しない軽症者であっても、高額な医療を継続
することが必要な人は、医療費助成の対象となります。

●特定医療の範囲
　指定難病及びその指定難病に付随して発生する傷病に関する医療が対象です。

●患者負担は2割、所得に応じた負担上限月額、食事療養等の標準負担額は自己負担
（1）  患者は医療費の2割を負担しますが、世帯（医療保険の「世帯」となります）の所得等に応じ
て1月当たりの負担上限（負担上限月額）が設定されています。そのため、同一月の特定医療に
ついて、2割か負担上限月額の低い方が患者負担の額となります。

（2）  複数の指定医療機関で受療した場合であっても自己負担額を合算（介護サービス費も含む）し
ます。自己負担累積額が負担上限月額に達した時点で、その月にはそれ以上の費用徴収は行われ
ません。「自己負担上限額管理票」に徴収した患者負担額等を記入することで上限月額の管理が
行われます。

（3）  入院時食事療養費等の標準負担額は、原則、自己負担です。（負担上限月額には含みません）

●特定医療（指定難病）に係る負担上限月額

＊１　特定医療の医療費総額が5万円を超えた月数が、申請を行った月以前の12月以内に既に6月以上ある者。
＊２　人工呼吸器その他の生命の維持に欠くことができない装置を装着していることについて特別の配慮を必要とする者として、

支給認定を受けた指定難病により、継続して常時生命維持管理装置を装着する必要があり、かつ、日常生活動作が著しく
制限されている者に該当する旨の認定を受けた者。

＊３　支給認定世帯の世帯員が生活保護法の被保護者もしくは中国残留邦人等自立支援法による支援給付を受けている者であ
る場合、または生活保護法の要保護者もしくは中国残留邦人等自立支援法による支援給付を必要とする状態にある者が該
当します。

＊４　生活保護に属する受給者及び生活保護移行防止のため食事療養費等の減免措置を受けた受給者については「0円」。

公費負担医療制度のしくみ

9 法別番号 54　特定医療費

階層 所得区分（世帯単位） 一　般 高額難病
治療継続者＊１

人工呼吸器等
装着者＊２

Ⅰ 生活保護＊３ －     0円  0円
Ⅱ 低所得Ⅰ

市町村民税非課税
～年収 80万 2,500円

1,000円
Ⅲ 低所得Ⅱ 年収 80万超～ 5,000円
Ⅳ 一般所得Ⅰ 市町村民税課税以上 7.1万円未満 10,000円  5,000円
Ⅴ 一般所得Ⅱ 市町村民税 7.1万円以上 25.1万円未満 20,000円  10,000円
Ⅵ 上位所得 市町村民税 25.1万円以上 30,000円 20,000円
入院時の食費 － 食事療養費等の標準負担額を自己負担＊４
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事例

 ・負担上限月額の按分特例　支給認定を受けた指定難病の患者が医療費支給認定に係る小児慢性特定疾病児童等である場合ま
たは同一世帯内に支給認定を受けた指定難病の患者もしくは医療費支給認定に係る小児慢性特定疾病児童等がいる場合は、
負担が増えないよう負担上限額が按分され、負担上限月額とは異なる額が医療受給者証には記載されます。

◆特定医療費（指定難病）のしくみ
　特定医療費は医療保険優先で、医療保険で給付した残りが公費負担の対象になります。医療機関は、
医療保険の対象となる医療費と負担上限月額（または2割）を超える医療費を合わせて、支払基金に
請求します。

●特定疾患治療研究事業の継続
　難病法施行前に特定疾患治療研究事業として医療費を助成してきた疾患のうち、スモン、難治性の
肝炎のうち劇症肝炎（継続のみ）、重症急性膵炎（継続のみ）、プリオン病（ヒト由来乾燥硬膜移植に
よるクロイツフェルト・ヤコブ病に限る）については、難病法施行後も特定疾患治療研究事業による
医療費助成が継続されます。公費の法別番号は「51」として、指定難病とは異なる取扱いとなります。

●外来における難病医療で、一般の健康保険の加入者（３割負担）、一般所得Ⅰ・負担上限月額10,000
円、高額療養費の自己負担限度額57,600円の場合です。総医療費が350,000円であって、高額療養
費が現物給付された例です。

※　療養の給付欄の一部負担金額の項について：①には、公費の給付対象額が（　）で再掲されます。
②には、医療機関が支払いを受けた一部負担金額と公費が給付する額とを合算した金額が記載さ
れます。③には、公費の患者負担として、医療機関の窓口で徴収した金額が記載されます。（医療
受給者証に記載されている負担上限月額を下回る場合は、10円未満の端数を四捨五入する前の一
部負担金の額）

×0.7
210,000 医療保険

350,000

90,000
32,400

総医療費（円） ×0.3 57,600
47,600 公費①（難病）

10,000

患者

医療保険（高額療養費）

（公費負担限度額）

35,000

15,000

300,000

50,000

※ 「54」特定医療費の公費負担限度額は、原則、高額療養費の自己負担限度額と同額になります。

（難病医療対象）

（難病医療対象外）

×0.7

×0.3

医療保険

患者

療
養
の
給
付

保
　
険

　　　　　　請　求　　　　　　 点

　　　　35,000

　　　　　　※決定　　　　　 点 　　　　　一部負担金額　　　　  円

　　　（57,600）①
　　　72,600　②

公
費
①

　　　　30,000 　10,000 　③

公
費
②

30％または 20％
もしくは高額療養費の自己負担限度額

または負担上限月額

患者負担特定医療費

患者負担

標準負担額相当

医療保険（療養の給付等）70％または 80％

医療保険（入院時食事療養費等）

20％

月刊基金 September 202125



　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
は
７
月
２
日
、
令
和
２
年
度
決
算

見
込
み
を
発
表
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
保
険
料
収
入
等
は
減
少
し
た
も

の
の
、
加
入
者
１
人
当
た
り
医
療
給
付

費
の
伸
び
率
が
▲
３
・
５
％
と
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
な
ど
保
険
給
付
費
等
の
支
出

の
減
少
額
が
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
収

支
差
は
６
１
８
３
億
円
の
黒
字
と
な
っ

た
。
黒
字
額
は
過
去
最
高
で
、
11
年
連

続
の
黒
字
決
算
。
こ
の
結
果
、
令
和
２

年
度
末
の
準
備
金
残
高
は
前
年
度
の
３

兆
３
９
２
０
億
円
か
ら
、
４
兆
１
０
３

億
円
と
な
り
、
４
兆
円
を
超
え
た
。

期
の
対
応
を
呼
び
か
け
た
。
厚
労
省
は
、

医
療
機
関
が
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
窓
口
の

事
務
負
担
の
軽
減
や
資
格
過
誤
請
求
の

減
少
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を

強
調
。
医
療
機
関
で
受
診
予
約
患
者
が

多
数
の
場
合
に
は
、
事
前
に
一
括
で
保

険
資
格
の
有
効
・
無
効
を
確
認
で
き
る

こ
と
も
説
明
し
た
。
山
下
護
・
医
療
介

護
連
携
政
策
課
長
は
、「
医
療
保
険
加

入
者
の
デ
ー
タ
の
正
確
性
が
担
保
さ
れ

た
の
で
、
医
療
機
関
・
薬
局
の
皆
さ
ん

に
は
安
心
し
て
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
た
。

　

中
医
協
は
７
月
14
日
の
総
会
で
、
令

和
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
調

剤
報
酬
を
議
論
し
た
。
薬
剤
師
・
薬
局

の
業
務
を
対
物
中
心
か
ら
対
人
中
心
に

シ
フ
ト
す
る
方
向
で
は
一
致
し
た
も
の

の
、
診
療
側
は
報
酬
上
で
両
方
の
業
務

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
一

方
、
支
払
側
は
調
剤
報
酬
の
財
源
構
成

を
見
直
し
て
対
人
業
務
を
よ
り
評
価
す

る
考
え
を
提
案
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
服

薬
指
導
や
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
お

け
る
調
剤
報
酬
上
の
特
例
対
応
、
敷
地

内
薬
局
に
つ
い
て
も
議
論
し
た
。

　

中
医
協
は
７
月
14
日
の
総
会
で
、
令

和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
結
果
検
証
の

令
和
３
年
度
調
査
案
を
了
承
し
た
。
令

和
２
年
度
改
定
の
影
響
と
と
も
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
状
況
な
ど

も
調
べ
る
。
調
査
項
目
は
「
か
か
り
つ

け
医
機
能
等
の
外
来
医
療
」、「
精
神
医

療
等
」、「
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
、

医
師
等
の
働
き
方
改
革
の
推
進
」、「
か

か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
」、「
後
発
医

薬
品
の
使
用
促
進
」
な
ど
。

　

厚
労
省
は
７
月
16
日
、
令
和
元
年
度

の
市
町
村
国
保
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

発
表
し
た
。
国
庫
支
出
金
精
算
額
等
を

考
慮
し
た
精
算
後
単
年
度
収
支
差
引
額

は
１
６
０
億
円
の
黒
字
と
な
っ
た
が
、

決
算
補
て
ん
の
た
め
の
一
般
会
計
繰
入

金
を
除
い
た
場
合
の
実
質
収
支
は
９
３

６
億
円
の
赤
字
。
前
年
度
は
初
の
実
質

収
支
が
黒
字
と
な
っ
た
が
、
再
び
赤
字

　

中
医
協
は
７
月
７
日
、
総
会
を
開

き
、
令
和
４
年
度
の
次
期
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
て
議
論
を
開
始
し
た
。
９
月

を
目
途
に
各
検
討
項
目
に
つ
い
て
「
意

見
の
整
理
」
を
ま
と
め
、
秋
以
降
に
具

体
的
な
改
定
論
議
を
進
め
て
い
く
。
主

な
検
討
テ
ー
マ
は
、「
コ
ロ
ナ
・
感
染
症

対
応
」「
外
来
」「
入
院
」「
在
宅
」「
歯

科
」「
調
剤
」「
個
別
事
項
」
の
７
つ
。

個
別
事
項
で
は
、
▽
働
き
方
改
革
の
推

進
▽
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
▽
医
薬
品

の
適
切
な
使
用
の
推
進
▽
歯
科
用
貴
金

属
の
随
時
改
定
―
を
あ
げ
た
。
同
日
は
、

「
コ
ロ
ナ
・
感
染
症
対
応
」
と
「
外
来
」

を
検
討
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
特
例
措
置

の
恒
久
化
や
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
強

化
な
ど
が
議
論
に
な
っ
た
。

　

厚
労
省
は
７
月
９
日
、
医
療
機
関
と

薬
局
に
向
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
関
す
る
説
明
会
を
開
い
た
。「
集
中
導

入
開
始
宣
言
」
を
発
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
早

MONTHLY
N O T E

マンスリーノート

医療保険等の動き

 7       8
July August

中
医
協
が
次
期
改
定
へ
議
論
を
開
始

９
月
に「
意
見
の
整
理
」ま
と
め
る

7
月
7
日

【
診
療
報
酬
】

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入
へ

厚
労
省
が
説
明
会
開
く

7
月
9
日

【
医
療
保
険
】

中
医
協
が
次
期
改
定
へ
調
剤
を
議
論

対
物
か
ら
対
人
業
務
へ
シ
フ
ト

【
診
療
報
酬
】

7
月

14
日

過
去
最
高
の
６
１
８
３
億
円
の
黒
字

協
会
け
ん
ぽ
の
令
和
２
年
度
決
算

7
月
2
日

【
医
療
保
険
】

令
和
元
年
度
の
市
町
村
国
保
財
政

実
質
収
支
は
９
３
６
億
円
の
赤
字

【
医
療
保
険
】

7
月

16
日

令
和
２
年
度
改
定
の
結
果
検
証

中
医
協
が
３
年
度
調
査
案
了
承

【
診
療
報
酬
】

7
月

14
日

26月刊基金 September 2021



　

厚
労
省
は
７
月
29
日
の
社
会
保
障
審

議
会
医
療
保
険
部
会
に
、
医
療
機
関
・

薬
局
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
の
導
入
準
備
状
況
を
報
告
し

た
。
７
月
18
日
時
点
で
の
顔
認
証
付
き

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
申
込
数
は
、
13
万

４
２
９
施
設
で
全
施
設
の
57
・
０
％
と

な
っ
た
。
７
月
26
日
時
点
の
プ
レ
運
用

参
加
施
設
は
、
１
６
６
４
施
設
。

　

支
払
基
金
は
８
月
２
日
、
令
和
３
年

５
月
診
療
分
の
確
定
件
数
・
確
定
金
額

を
公
表
し
た
。
確
定
件
数
は
総
計
８
９

５
１
万
件
で
、
対
前
年
同
月
比
は
26
・

４
％
増
（
医
療
保
険
分
23
・
１
％
増
、

各
法
40
・
４
％
増
）
と
な
っ
た
。
一

方
、
確
定
金
額
は
総
計
１
兆
７
０
６
億

円
で
、
対
前
年
同
月
比
は
17
・
６
％
増

（
同
19
・
５
％
増
、
同
10
・
８
％
増
）
と

な
っ
た
。

療
体
制
確
保
加
算
や
医
師
事
務
作
業
補

助
体
制
加
算
の
拡
充
を
求
め
る
一
方
、

支
払
側
は
地
域
医
療
体
制
確
保
加
算
の

要
件
で
あ
る
勤
務
医
負
担
軽
減
策
の
効

果
検
証
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

　
「
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
」
に
つ
い

て
は
関
係
学
会
が
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
に
基
づ
き
、
保
険
適
用
の
範
囲

を
総
会
で
検
討
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

　

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
は

７
月
29
日
、
令
和
４
年
度
診
療
報
酬
改

定
の
基
本
方
針
策
定
に
向
け
た
議
論
を

開
始
し
た
。
厚
労
省
が
改
定
の
流
れ
や

前
回
令
和
２
年
度
改
定
の
基
本
方
針
を

説
明
し
た
上
で
、
意
見
交
換
し
た
。
委

員
か
ら
は
、
病
院
の
機
能
分
化
・
連
携

や
か
か
り
つ
け
機
能
の
評
価
な
ど
前
回

の
基
本
方
針
に
盛
り
込
ま
れ
た
項
目
の

重
要
性
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
を
踏
ま
え
た
対
応
を
求
め
る
意

見
が
出
た
。
こ
れ
ま
で
基
本
方
針
の
議

論
は
秋
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
が
、
委

員
か
ら
「
遅
す
ぎ
る
」
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
た
め
、
前
倒
し
し
た
。

と
な
っ
た
。
被
保
険
者
数
減
少
に
よ
る

保
険
料
（
税
）
の
減
少
や
前
期
高
齢
者

交
付
金
の
減
少
な
ど
を
要
因
に
あ
げ
て

い
る
。
な
お
、
基
金
積
立
金
等
は
１
兆

７
２
２
億
円
。
一
方
、
令
和
元
年
度
の

保
険
料
（
税
）
の
収
納
率
（
現
年
度
分
）

は
92
・
92
％
で
、
前
年
度
よ
り
も
０
・

07
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

　

厚
労
省
は
７
月
16
日
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
）
の
令
和
元
年
度
の
財
政
状
況
を

発
表
し
た
。
広
域
連
合
の
収
支
差
引
額

は
３
６
０
７
億
円
の
黒
字
と
な
っ
た
が
、

国
庫
支
出
金
等
の
精
算
後
の
実
質
的
な

単
年
度
収
支
は
３
０
２
億
円
の
赤
字
と

な
っ
た
。
一
方
、
令
和
元
年
度
の
保
険

料
収
納
率
は
99
・
40
％
で
、
横
ば
い
。

　

中
医
協
は
７
月
21
日
の
総
会
で
、
令

和
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
、

個
別
事
項
を
議
論
し
た
。「
働
き
方
改

革
の
推
進
」
で
は
、
診
療
側
は
地
域
医

　

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
は

７
月
29
日
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
第
４

期
医
療
費
適
正
化
計
画
策
定
に
向
け
た

議
論
を
始
め
た
。
厚
労
省
は
、
都
道
府

県
医
療
費
適
正
化
計
画
の
課
題
と
し
て
、

▽
適
切
な
課
題
把
握
と
取
組
指
標
の
設

定
▽
地
域
医
療
構
想
と
の
関
係
の
整
理

◇
医
療
費
見
込
み
に
お
け
る
算
定
の
考

え
方
や
実
効
性
の
確
保
の
方
法
、
保
険

料
率
と
の
関
係
の
整
理
◇
保
険
者
や
保

険
者
協
議
会
と
の
関
係
の
整
理
―
な
ど

を
あ
げ
た
。

　

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
は

７
月
29
日
、
訪
問
看
護
レ
セ
プ
ト
の
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
の
開
始
時
期
を
令
和
６

年
５
月
請
求
分
（
４
月
診
療
分
）
と
す

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
を
了
承
し
た
。
令

和
５
年
１
月
請
求
分
（
令
和
４
年
12
月

診
療
分
）
か
ら
開
始
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、「
審
査
支
払
機
能
の
在
り
方
に
関

す
る
検
討
会
」
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
延
期
し
た
。

診
療
報
酬
改
定
の
基
本
方
針

医
療
保
険
部
会
が
議
論
開
始

7
月

29
日

【
医
療
保
険
】

顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

申
し
込
み
施
設
は
13
万
超
に

7
月
29
日

【
医
療
保
険
】

訪
問
看
護
レ
セ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

令
和
６
年
５
月
請
求
分
か
ら
開
始

7
月

29
日

【
医
療
保
険
】

令
和
元
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

実
質
収
支
は
３
０
２
億
円
の
赤
字

7
月

16
日

【
医
療
保
険
】

働
き
方
改
革
や
不
妊
治
療
な
ど

中
医
協
が
個
別
事
項
を
議
論

7
月
21
日

【
診
療
報
酬
】

５
月
診
療
分
の
確
定
件
数

対
前
年
同
月
比
26
・
４
％
増

8
月
2
日

【
支
払
基
金
】

第
４
期
医
療
費
適
正
化
計
画
策
定

医
療
保
険
部
会
が
議
論
を
開
始

7
月
29
日

【
医
療
保
険
】
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information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

 7月  1日　令和3年4月診療分の件数は対前年同月伸び率で25.2%増加　～確定金額は15.8%増加～
専務理事に神山浩一氏が就任

 7月27日　 7月記者発表事項について

議　題
　１　報告事項
令和2事業年度前期高齢者関係特別会計等の決算の承認

２　定例報告
⑴　令和3年5月審査分の審査状況
⑵　令和3年6月審査分の特別審査委員会審査状況

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）新着状況（抜粋）

 7月  1日　支部情報（各支部ページ）において「お知らせ」「診療報酬確定状況」「管掌別診療報
酬等確定状況」を更新
統計情報に確定状況及び収納状況を追加
統計月報を掲載
医科電子点数表テーブル及び歯科電子点数表テーブルを更新
基本マスター（医科診療行為）を更新

 7月  5日　令和2年度診療報酬改定関係通知を掲載
 7月  7日　女性活躍に関する情報を更新
 7月  8日　保険者の異動について（2021年6月分）を掲載
 7月12日　月刊基金「令和3年7月号」を掲載
 7月20日　障害者の法定雇用率（2.3％）を達成
 7月27日　令和2事業年度の財務諸表等を掲載

 7月理事会は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から書面開催としました。議題は次のとお
りです。

支払基金の人事異動

退職・退任等	 	 前職名	
辞　職　	 小園　英俊 本　部　経営企画部長

●令和3年8月8日付

新職名	 	 前職名	
本　部　経営企画部長　	 倉吉　紘子 厚生労働省大臣官房人事課長補佐

●令和3年8月9日付

退職・退任等	 	 前職名	
辞　職　	 末岡　隆則 本　部　保健医療情報執行役

●令和3年7月30日付

28月刊基金 September 2021



支払基金ホームページでは、みなさまのお役に立つ情報を掲載しています。ぜひご活用ください。

https://www.ssk.or.jp/

2

4

3

利用される方に合わせて、各種ペー
ジをピックアップしていきます。

利用が多いコンテンツへのショー
トカットを配置しています。

「お知らせ」と「プレスリリース」を切
り替えて表示させることができます。

1

利用される方が「知りたいこと」
を内容から探す入口です。

支払基金

支払基金ホームページをご活用ください



月刊基金2021年9月 定  価 250 円
（税・送料込）

発行日／令和 3 年 9 月 10 日
発　行／社会保険診療報酬支払基金　東京都港区新橋 2-1-3　03（3591）7441   https://www.ssk.or.jp/

社会保険診療報酬支払基金 本部 経営企画部 企画広報課
TEL：03-3591-7441　9時〜 17時30分（土、日、祝日、年末年始を除く）

メールアドレスの登録は次のいずれかの方法によりお願いします。
登録方法は、支払基金ホームページでもご案内しています。
支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）トップページ→広報誌・メルマガ→「支払基金メールマガジン」のご案内

保険者等
（保険者団体を含む）へ

配信している情報
　レセプトデータおよび請求
関係帳票データがオンライン
請求システムからダウンロー
ド可能になったという情報

空メールによる登録方法 Web上の登録ページからの登録方法 
メールの宛先を右の２次元バーコードから読
み込み、空メールを送信します。
または、宛先欄に次のアドレスを直接入力し、
空メールを送信します。
空メールの送信先：toroku@mail.ssk.or.jp

アクセス先を右の２次元バーコードから読み
込み、ブラウザよりWebページにアクセス
し、登録するメールアドレスを入力します。
返信メールに記載されている登録フォームへ
アクセスし、必要な項目をご入力ください。

医療機関等
（診療担当者団体を含む）へ

配信している情報
　返戻レセプトデータ、増減点
連絡書データおよび振込額明細
データ等がオンライン請求シス
テムからダウンロード可能にな
ったという情報

　ドメイン指定受信等を設定されている場
合、返信メールが届かない場合がありま
す。

「ssk@mail.ssk.or.jp」からのメールを受信できる
ように設定する必要があります。

　配信されているメールに掲載されている 
「登録内容の変更」でメールアドレスの
変更はできません。

お手数ですが、現在登録しているアドレスを配信
停止手続き後に、変更後のアドレスを新規登録願
います。　

　メールマガジンに掲載のリンク先は、支
払基金ホームページ（https://www.ssk.
or.jp/）へ移行するよう設定しているた

め安全です。
（※診療報酬情報提供サービスについては、厚生労働省が運用する
ホームページ（http://www.iryohoken.go.jp/）をご案内しています。）

　登録された情報は厳正に管理し、IP制限
や、二要素認証機能などのアクセス制御
機能を付加することにより、不正アクセ

スを遮断し、情報漏えいのリスクから守っていま
す。　

保険者・医療機関等共通の配信情報
①オンライン請求システム等に障害が発生
した場合の緊急連絡
②電子レセプトの記録条件仕様、レセ電の
基本マスターおよび電子点数表が更新さ
れたという情報
③厚生労働省から連絡文書（疑義解釈、保
険適用等）が発出されたという情報

登録方法

Q&A（よくあるお問い合わせ）

支払基金メールマガジンに
関するお問い合わせ先

支払基金メールマガジンでは以下の情報をインターネットメールで提供しています。

A1

A3

A2

A4

支払基金

支払基金メールマガジンのご案内 もう登録は
お済みですか？

Q2
登録しているメールアドレスを
変更できますか。

Q4
メールマガジンに掲載してある
リンク先は安全ですか。Q3

登録するメールアドレス等の
情報漏えいが心配です。

Q1
登録メールを
送信したのですが、
返信メールが届きません。
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